
〈
発
行
責
任
者
〉

　
　
　
　
　
議

　
　
長

　
山
本   

　
優 

　

〈
議
会
広
報
特
別
委
員
会
〉

　
　
　
　
　
委
員
長

　
秋
田

　
雅
朝

　

　
　
　
　
　
副
委
員
長

　
久
保

　
慶
子

　

　
　
　
　
　
委

　員

　
玉
重

　
輝
吉

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　玉
井

　
直
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　下
岡
多
美
枝

　
　
　
　
　
　
　
　
　藤
井

　
昌
之

　
今
年
は
、
台
風
18
号
に
伴
う
豪
雨

の
影
響
で
、
浸
水
や
土
砂
災
害
な
ど

各
地
で
大
き
な
被
害
が
出
ま
し
た
。

一
日
も
早
い
復
興
を
願
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
私
達
の
町
に
も
同
じ

よ
う
な
災
害
が
来
る
か
も
と
日
頃

の
そ
な
え
を
大
切
に
し
た
い
も
の

で
す
。　

市
民
の
み
な
さ
ま
が
手
に
と
っ

て
読
ん
で
い
た
だ
け
る
議
会
だ
よ

り
を
目
指
し
て
作
成
し
て
い
ま
す
。

一
般
質
問
は
本
人
が
記
事
作
成
を

し
て
い
ま
す
。
少
し
ず
つ
広
報
も

改
革
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お

読
み
く
だ
さ
い
。

（
下
岡
多
美
枝
）

今回の題字は、 くん（小田東小学校６年生）  です。

人がつながる田園都市

あきたかた

第47号

２０
１５ （
平
成
２７
）年
１１
月
１５
日
発
行
　
発
行
者
/安
芸
高
田
市
議
会
編
集
/安
芸
高
田
市
議
会
広
報
特
別
委
員
会
〒
７
３１
-０
５
９
２
 広
島
県
安
芸
高
田
市
吉
田
町
吉
田
７
９
１
番
地
TEL（

0826
）42
-5621

　
　FA
X（
0826

）47
-0250  http ://w

w
w
.akitakata.jp/

第
４
７
号

あ
き
た
か
た

議
会
だ
よ
り
人
が
つ
な
が
る
田
園
都
市

郷野小
　　　金管バンドでお祝い

郷野地区敬老会（9月13日）

２０１５（平成２７）年１１月１５日発行

編

集

後

記

24

吉　田

刈田小学校学習発表会（10月18日）

八千代

豊穣の秋　体験

美土里小学校5年生（9月25日）

美土里 ９月の誕生会

高美園デイサービス・川根サテライト

高　宮

雨の中　
　ドライバーさんに手渡し

秋の全国交通安全テント村(9月24日)

甲　田 丸山公園の清掃
　　　　　　　　　　（10月4日）

向原町観光協会の皆さん

向　原

総合的な学習の時間
（甲立古墳の説明）
総合的な学習の時間
（甲立古墳の説明）

総合的な学習の時間
（大土川水生生物調査）
総合的な学習の時間
（大土川水生生物調査）

総合的な学習の時間
（向田梨園での梨学習）
総合的な学習の時間
（向田梨園での梨学習）

生活科（和老会の方との
さつま芋の苗植え）
生活科（和老会の方との
さつま芋の苗植え）

総合的な学習の時間
（大前醤油見学）
総合的な学習の時間
（大前醤油見学）

人間の「根っこ」づくり・真剣に勉強する・ルールや礼儀を守る
　　　　　　　　　　　　　　　　　安芸高田市立小田東小学校

第47号 ２０１５（平成２７）年１１月１５日発行

････････････  2～3
･････  4～6
･････  8～13

９月定例会
２６年度決算審査
 常任委員会報告

･･･  14～20

･･････････  24

 一問一答

１３人が市政を問う

 あんな こんな

 地域のかがやき

のどごえ忠左衛門劇

今回の題字は、 くん（小田東小学校６年生）です。

たに がわ たくみ

今回の題字は、 く今回の題字は、 く

がわ



■
賛
成

玉
重

　玉
井

　久
保

下
岡

　前
重

　石
飛

児
玉

　大
下

　水
戸

先
川

　熊
高

　秋
田

塚
本

　藤
井

　青
原

■
反
対

宍
戸

　金
行
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9月定例会9月定例会

　９
月
定
例
会
を
９
月

10
日
か
ら
10
月
２
日
ま

で
の
会
期
で
開
催
し
ま

し
た
。

　一
般
会
計
を
含
む
13

会
計
の
26
年
度
決
算
は

予
算
決
算
常
任
委
員
会

へ
付
託
し
、
本
会
議
最

終
日
に
全
て
全
員
賛
成

で
認
定
し
ま
し
た
。

（
決
算
審
査
は
４
〜
６

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　一
般
会
計
補
正
予
算

な
ど
16
議
案
を
、
い
ず

れ
も
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。（
補
正

予
算
審
査
は
７
ペ
ー
ジ

に
掲
載
）

　一
般
質
問
で
は
、
13

人
が
市
政
を
問
い
ま
し

た
。（
14
〜
20
ペ
ー
ジ

に
掲
載
）

議
員
提
出
議
案

議
員
提
出
議
案

議
員
提
出
議
案

安全保障法案に対する意見書提出安全保障法案に対する意見書提出安全保障法案に対する意見書提出
慎重なる議論の中で熟議を！慎重なる議論の中で熟議を！慎重なる議論の中で熟議を！

９
月
定
例
会

「
国
際
平
和
支
援
法
案
」

と
「
平
和
安
全
法
制
整

備
法
案
」
制
定
に
反
対

す
る
意
見
書

■
反
対
討
論

藤
井

　万
が
一
の
対
処

○
発
議
第
５
号

討
論

■

採
決

■

反
対
多
数

第47号　平成27年11月15日発行

を
取
る
場
合
、
個
別
的

自
衛
権
で
は
対
応
で
き

な
い
部
分
を
提
案
し
て

い
る
と
思
う
。

熊
高

　単
に
反
対
す
る

と
い
う
の
で
は
な
く
、

も
っ
と
国
民
の
理
解
が

得
ら
れ
る
よ
う
な
熟
議

が
必
要
と
考
え
る
。

石
飛

　中
庸
中
立
の
立

場
で
、
国
民
を
守
る
た

め
の
切
れ
目
の
な
い
安

全
保
障
法
制
の
整
備
が

必
要
で
あ
る
と
思
う
。

■
賛
成
討
論

　な
し

■
賛
成

久
保

　児
玉

　宍
戸

塚
本

　金
行

■
反
対

玉
重

　玉
井

　下
岡

前
重

　石
飛

　大
下

水
戸

　先
川

　熊
高

秋
田

　藤
井

　青
原

　

安
全
保
障
法
案
の
熟
議

を
求
め
る
意
見
書

■
反
対
討
論

宍
戸

　意
見
書
は
、
法

案
に
反
対
か
賛
成
か
明

確
で
な
く
、
賛
成
と
取

○
発
議
第
６
号

討
論

■

採
決

■

ら
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。

■
賛
成
討
論

久
保

　安
芸
高
田
市
議

会
と
し
て
の
意
思
表
明

が
必
要
と
思
う
。

大
下

　国
民
の
理
解
が

得
ら
れ
た
と
は
言
い
難

く
、
検
証
の
徹
底
が
必

要
で
、
熟
議
を
求
め
る
。

賛
成
多
数

全
員
賛
成

年
金
積
立
金
の
専
ら
被

保
険
者
の
利
益
の
た
め

の
安
全
か
つ
確
実
な
運

用
に
関
す
る
意
見
書

も
っ
ぱ

○
発
議
第
７
号

議会のうごき議会のうごき

27年7月～9月の議会の活動状況議会のうごき
月

７

８

９

日

１

３

６～７

10・22

21

21・27

29～31

4

4・6・21・24

10

10

18～20

21

25～27

31

３・９・11

7・8

9

10

11

14・15

16

17

18

24

25・28・29

曜日

水

金

火

火

月

月

金

月

水

木

金

水

木

金

木

会議の主な要旨

第2回定例会の運営について

議案の審議・議決

先進地視察（鳥取県・島根県）

議会だより第４６号の編集

市長報告・議長報告

課題の確認・分科会の設置について

先進地視察（茨城県・栃木県）

議会だより第４６号の編集

各分科会協議　

第３回定例会の運営について

各分科会の取り組み状況について

先進地視察（岡山県・兵庫県・島根県）

市長報告、議長報告

先進地視察（香川県・高知県・徳島県）

各分科会の取り組み状況について

第３回定例会の運営・議会報告会

各分科会協議

議会だより第４７号の編集

議案の上程・委員会付託

２７年度補正予算の審査

質問者１３人

市長報告・議長報告

付託議案の審査・所管事務調査

陳情の審査・所管事務調査

所管事務調査・市長報告

２６年度会計決算の審査

議会運営委員会

第２回定例会（閉会）

議会広報特別委員会

議会広報特別委員会

全員協議会

議会改革特別委員会

産業建設常任委員会

議会広報特別委員会

議会改革特別委員会　

議会運営委員会

議会改革特別委員会

総務企画常任委員会

全員協議会

文教厚生常任委員会

議会改革特別委員会

議会運営委員会

議会改革特別委員会

議会広報特別委員会

第３回定例会（開会）

予算決算常任委員会

第３回定例会（一般質問）

全員協議会

総務企画常任委員会

文教厚生常任委員会

産業建設常任委員会

予算決算常任委員会

会議等の名称

■27年第4回定例会は12月初旬から下旬の期間で、開催を予定しています。
※詳細は、お太助フォンや市のホームページでお知らせいたします。

傍
聴
記

八
千
代
町

　
向
井
義
成
さ
ん

　安
芸
高
田
市
議
会
、

平
成
27
年
第
３
回
定
例

会
が
、
９
月
10
日
か
ら

開
催
さ
れ
た
。
毎
年
３

月
、
６
月
、
９
月
、
12

月
と
年
４
回
原
則
開
か

れ
る
。

　昨
年
、
議
会
報
告

会
が
７
月
・
８
月
に
開

か
れ
、
私
も
６
回
開
催

さ
れ
た
内
、
４
回
参
加

し
た
。
市
民
に
開
か
れ

た
議
会
を
目
指
す
と
い

う
こ
と
で
あ
る
が
、
諸

般
の
事
情
で
今
年
は

ま
だ
開
か
れ
て
い
な
い
。

　市
長
を
は
じ
め
と
す

る
「
執
行
機
関
」。
一
方

そ
の
市
政
を
審
議
し
市

民
の
意
見
を
反
映
す
る

市
議
会
の
「
議
決
機

関
」。
そ
し
て
、
第
３

者
機
関
と
し
て
、
市
民

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
条
例
の

制
定
を
、
昨
今
の
市
議

会
を
傍
聴
し
て
、
痛
感

す
る
。
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9月定例会9月定例会

決
算
認
定
関
係

　13
件

○
認
定
第
１
号

　26
年
度
一
般
会
計
決
算
の
認
定

○
認
定
第
２
号
〜
12
号

　26
年
度
11
特
別
会
計
決
算
の
認
定

○
認
定
第
13
号

　26
年
度
水
道
事
業
会
計
利
益
の
処
分
及
び
決
算
の
認
定

　
　

（
公
営
企
業
会
計
）

条
例
関
係

　７
件

（
新
た
な
条
例
制
定
又
は
条
例
の
一
部
改
正
）

○
議
案
第
42
号

　個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条

　
　
　
　
　
　
　例
（
行
政
手
続
き
に
お
け
る
条
例
必
要
事
項
を
制
定
）

○
議
案
第
43
号

　個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を
改
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
特
定
個
人
情
報
の
適
正
な
取
り
組
み
に
必
要
事
項
制
定
）

○
議
案
第
44
号

　市
立
学
校
設
置
条
例
等
の
一
部
を
改
正
（
山
地
番
の
変
更
）

○
議
案
第
45
号

　保
育
所
条
例
の
一
部
を
改
正

　
　
　
　
　
　
　（美
土
里
町
保
育
園
の
統
合
に
よ
り
）

そ
の
他
３
件

公
的
財
産
関
係
１
件

○
議
案
第
48
号

　物
品
購
入
契
約
の
締
結

　
　
　
　
　
　
　（災
害
対
応
特
殊
救
急
自
動
車
購
入
）

補
正
予
算
関
係
８
件

○
議
案
第
49
号

　27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

○
議
案
第
50
号
〜
55
号

　27
年
度
６
特
別
会
計
補
正
予
算

○
議
案
第
56
号

　27
年
度
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

付
議
さ
れ
た
案
件

議会基本条例制定にむけて
４項目本格始動へ■主な意見

認

定

26
年
度
決
算

議会改革議会改革

議会改革特別委員会議会改革特別委員会
委 員 長　　藤井昌之
副委員長　先川和幸

□
議
会
報
告
会

○
昨
年
の
議
会
報
告
会

の
問
題
提
起
に
つ
い
て
、

再
度
議
会
全
体
で
協
議

す
る
よ
う
提
案
す
る
。

○
本
分
科
会
の
委
員
の

ほ
と
ん
ど
が
議
会
報
告

会
の
見
直
し
が
必
要
で

あ
る
。
よ
っ
て
今
年
度

の
報
告
会
の
日
程
、
内

容
、
実
施
要
綱
・
要
領

の
見
直
し
に
つ
い
て
議

員
全
員
で
の
協
議
の
必

要
性
を
議
会
改
革
特
別

委
員
会
に
報
告
し
、
再

協
議
す
る
必
要
が
あ
る
。

○
正
副
議
長
と
協
議
し

全
員
協
議
会
に
諮
り
決

定
す
べ
き
。

主

　査

　宍
戸
邦
夫

副
主
査

　久
保
慶
子

委

　員

　下
岡
多
美
枝

前
重
昌
敬

児
玉
史
則

委

　員

　大
下
正
幸

熊
高
昌
三

塚
本

　近

藤
井
昌
之

委

　員

　先
川
和
幸

水
戸
眞
悟

秋
田
雅
朝

青
原
敏
治

主

　査

　金
行
哲
昭

副
主
査

　玉
井
直
子

委

　員

　玉
重
輝
吉

石
飛
慶
久

□
議
員
定
数

○
議
会
の
現
状
と
課
題
、

議
員
に
求
め
ら
れ
る
役

割
等
を
認
識
し
た
後
に
、

議
員
定
数
を
議
論
す
る

こ
と
と
し
、
削
減
あ
り

き
の
議
論
は
慎
む
べ
き
。

○
今
後
、
人
口
の
減
少

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
議
員
定
数
も
削
減

す
べ
き
。

○
今
年
は
地
方
創
生
元

年
で
あ
り
、
議
員
定
数

に
つ
い
て
は
、
時
を
得

た
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

○
定
数
削
減
は
、
市
民

の
代
弁
者
と
し
て
の
役

割
を
み
た
せ
な
い
。

□
正
副
議
長
選
挙

○
正
副
議
長
選
挙
に
つ

い
て
は
、
有
識
者
に
参

考
の
欄
の
有
効
性
を
評

価
し
て
も
ら
い
、
今
後

修
正
す
べ
き
所
は
協
議

し
て
い
く
べ
き
。

○
し
こ
り
が
残
ら
な
い

よ
う
な
方
法
は
な
い
か

考
え
て
い
く
べ
き
。

○
新
聞
報
道
に
よ
り
、

市
民
に
不
信
感
を
も
た

ら
し
メ
デ
ィ
ア
も
悪

か
っ
た
。

○
実
施
要
綱
に
透
明
性

が
あ
っ
た
か
、
い
ろ
い

ろ
な
視
点
を
持
っ
て
検

証
し
て
い
け
ば
よ
い
。

□
倫
理
規
程

○
倫
理
規
程
は
、
基
本

条
例
に
い
れ
て
い
き
、

そ
の
過
程
で
倫
理
規
定

を
見
直
し
条
例
化
に
向

け
て
協
議
し
て
い
く
。

○
過
去
の
検
証
が
必
要
。

○
守
ら
れ
な
い
規
程
で

あ
れ
ば
や
め
た
方
が
良

い
。

○
審
査
請
求
が
仮
に
受

理
さ
れ
て
も
、
審
査
委

員
会
が
開
か
れ
た
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し

て
い
な
い
。
委
員
会
が

開
か
れ
た
ら
ど
う
な
る

か
検
証
が
必
要
で
あ
る
。

第
１
分
科
会

第
２
分
科
会

歳入総額　211億3627万円

歳出総額　203億5462万円

歳入総額　211億3627万円

歳出総額　203億5462万円
（前年度対比７.8%減）

（前年度対比８.3%減）

一般会計
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いそがれる耐震の検査
（本庁第１庁舎）

決算審査決算審査

■
総
務
部

Ｑ

　広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

管
理
事
業
で
、
使
用
料
及

び
賃
借
料
が
、
最
終
予
算

額
６
７
５
万
円
に
対
し
、

半
分
に
な
っ
た
理
由
は
。

Ａ

　広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
の
光
ケ
ー
ブ
ル
の
電

柱
共
架
料
に
つ
い
て
、
一

部
を
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

主
な
質
疑

議会トピックス議会トピックス

　９
月
10
日
の
本
会
議
で

審
査
を
付
託
さ
れ
た
26
年

度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・

公
営
企
業
会
計
決
算
を
、９

月
25
・
28
・
29
日
の
３
日
間
、

委
員
会
を
開
き
慎
重
に
審

査
し
ま
し
た
。

予
算
決
算
常
任
委
員
会

委
員
長

　金
行
哲
昭

副
委
員
長

　秋
田
雅
朝

委

　
　員

　議
長
・
監
査

　
　
　
　
　
　委
員
を
除
く

全
議
員

　
　

　議員は、公職選挙法により、選挙区内の人にお金や物を贈ったり、年賀
状などのあいさつ状（答礼のための自筆によるものは除きます）を出した
りすることが禁止されています。
　たとえば、議員が市内のお祭り、会合、スポーツ大会、親睦旅行などに
対して、「寄付やお祝い」「飲食物の差し入れ」などをした場合には、違法
行為として処罰されます。
　また、個人に対しても、「病気見舞い」「入学や卒業等の祝い金」「お中
元やお歳暮などの贈り物」を贈ることが禁じられています。（ただし、議
員本人が出席する結婚披露宴の祝儀や葬儀の香典は例外的に罰則の対象と
なりません。）

業
の
光
ケ
ー
ブ
ル
と
ま
と

め
て
共
架
し
た
た
め
。

Ｑ

　本
庁
舎
が
新
耐
震
基

準
を
満
た
し
て
い
な
い
と

あ
る
が
、
今
後
の
対
応
は
。

Ａ

　本
庁
の
第
１
庁
舎
が

旧
耐
震
基
準
に
よ
り
建
設

さ
れ
て
い
る
た
め
、
今
年

度
、
耐
震
の
検
査
を
行
い
、

そ
の
結
果
に
よ
り
対
応
す

る
。

■ 

一
般
会
計 

■

　26
年
度
決
算
の
特
徴
と
し
て
、
25
年
度
に
引
き
続
き

繰
上
償
還
を
行
い
、
実
質
単
年
度
収
支
は
、
７
年
連
続

し
て
黒
字
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
経
常
収
支
比
率
は
、

５
年
ぶ
り
に
90
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
た
。
要
因
と
し
て
、

歳
入
で
は
普
通
交
付
税
の
合
併
特
例
加
算
措
置
の
段
階

的
削
減
が
26
年
度
か
ら
始
ま
り
、
経
常
的
収
入
が
減
っ

た
こ
と
に
よ
る
。

　歳
出
で
は
、
普
通
建
設
事
業
費
の
総
額
が
、
前
年
度

よ
り
20
億
１
４
１
２
万
５
千
円
減
少
し
て
い
る
。
要
因

と
し
て
、
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業
や
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
整
備
事
業
等
の
大
型
建
設
事
業
が
終
了
し
た
こ

と
に
よ
る
。

予
算
決
算
常
任
委
員
会
委
員
長
報
告（
抜
粋
）

歳入歳出とも約18億円減歳入歳出とも約18億円減
大型事業が概ね終了したため大型事業が概ね終了したためインターネット議会中継

みてください！一般質問・本会議を

←クリック！

安芸高田市トップページから
「安芸高田市議会」をクリック！

「インターネット中継」をクリック！

「ユーストリーム」の視聴ページへ

議員の寄付行為の禁止
議会

マメ知識

※議会の開催日には「ユーストリーム」で生中継を行っています。会期中は「議会中継」からご覧ください。
　その後は、「過去の中継」からご覧いただけます。なお、録画映像は会議録が作成されるまで掲載して
　います。
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決算審査決算審査

■
企
画
振
興
部

Ｑ

　お
太
助
ワ
ゴ
ン
の
土

日
・
祝
日
の
利
用
を
求
め

る
声
が
あ
る
こ
と
が
課
題

と
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後

の
方
向
性
は
。

Ａ

　運
行
費
用
の
増
加
、

受
付
セ
ン
タ
ー
の
人
員
確

保
、
タ
ク
シ
ー
業
者
の
減

収
に
つ
な
が
る
の
で
は
と

い
う
課
題
が
あ
り
、
す
ぐ

解
決
で
き
る
問
題
で
は
な

い
。
協
議
会
等
で
も
議
題

と
し
て
検
討
す
る
が
、
難

し
い
部
分
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

■
市
民
部

Ｑ

　人
権
相
談
員
が
相
談

業
務
で
動
い
て
い
る
状
況

を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

人
権
多
文
化
共
生
推
進
課

と
の
連
携
は
。

Ａ

　相
談
員
は
日
誌
を
つ

け
て
お
り
、
館
長
が
把
握

し
て
い
る
。
各
館
長
と
人

権
多
文
化
共
生
推
進
課
が

２
ケ
月
に
１
回
連
絡
会
議

を
開
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状

況
を
聞
い
て
、
相
互
が
情

報
共
有
し
て
い
る
。

■
産
業
振
興
部

Ｑ

　高
校
生
の
キ
ャ
リ
ア

育
成
事
業
を
行
っ
て
い
る

が
、
本
市
の
企
業
へ
就
職

し
た
高
校
生
が
何
人
お
り
、

ど
の
よ
う
な
事
業
成
果
が

あ
っ
た
の
か
。

Ａ

　吉
田
高
校
・
向
原
高
校

の
卒
業
生
の
う
ち
、
就
職
希

望
者
は
49
名
。
う
ち
、
安
芸

高
田
市
内
へ
21
名
が
就
職
。

単
純
に
こ
の
事
業
に
よ
っ
て

就
職
で
き
た
と
は
言
い
難
い

が
、
こ
の
事
業
は
、
高
校
生

が
本
市
の
企
業
を
知
る
有
効

な
機
会
な
の
で
、
引
き
続
き

実
施
し
た
い
。

■
消
防
本
部
・
消
防
署

Ｑ

　４
億
６
０
０
０
万
円

を
投
じ
て
、
消
防
救
急
無

線
デ
ジ
タ
ル
化
の
整
備
を

し
た
効
果
は
。

Ａ

　国
策
で
、
ア
ナ
ロ
グ

無
線
が
停
波
す
る
こ
と
を

受
け
て
整
備
し
た
も
の
で
、

受
信
エ
リ
ア
の
変
更
は
な

く
、
ア
ナ
ロ
グ
無
線
と
同

様
の
使
い
方
を
し
て
い
る
。

　デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
秘
匿

性
が
格
段
に
上
が
り
、
外

部
に
個
人
情
報
が
漏
れ
る

こ
と
が
な
く
な
っ
た
。ま
た
、

音
声
通
話
は
非
常
に
ク
リ

ア
で
、
指
令
等
を
明
瞭
に

伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

お太助ワゴン

高校生キャリア等育成事業
吉田高校生徒への進路選択に関する研修風景

事務事業評価シートを活用事務事業評価シートを活用
予算効果と行政効果を慎重に審査予算効果と行政効果を慎重に審査

一般
質問

児
玉

　今
年
の
結
果
は
。

教
育
長

　全
国
平
均
を

上
回
る
こ
と
は
出
来
た

が
、
県
平
均
で
は
、
下

回
り
厳
し
い
結
果
で
、

各
校
で
ば
ら
つ
き
が
大

き
く
平
均
を
下
げ
る
結

果
と
な
っ
た
。

児
玉

　学
校
単
位
の
テ

ス
ト
結
果
を
公
表
す
べ

き
で
は
。

教
育
長

　今
年
度
、
校

長
ま
で
公
表
す
る
こ
と

と
し
た
。

児
玉

　今
年
６
月
、
小

中
一
貫
教
育
を
義
務
教

育
と
し
て
制
度
化
す
る

改
正
学
校
教
育
法
が
成

立
し
た
。
今
後
、
中
学

校
統
廃
合
の
見
直
し
が

必
要
で
は
。

教
育
長

　小
中
は
連
携

教
育
の
充
実
を
進
め
て

い
く
が
抜
本
的
見
直
し

は
慎
重
に
検
討
す
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

○
市
内
の
県
立
高
校
卒

業
生
の
地
元
就
職
支

援
に
つ
い
て

全国学力学習状況調査

昨
年
度
以
降
の

取
り
組
み
内
容
は

教
育
長
／
複
数
校
の
協
働
に
よ
る

　
　
　
　
授
業
づ
く
り
へ
の
挑
戦

児玉 史則
（無所属）

る
。
３
年
後
に
は
生
活

面
で
も
自
立
で
き
る
よ

う
起
業
や
就
職
に
つ
な

げ
、
本
市
に
定
住
し
続

け
て
も
ら
い
た
い
。

玉
井

　個
々
の
隊
員
へ

の
か
か
わ
り
方
は
。

市
長

　初
め
て
の
土
地

で
暮
ら
す
こ
と
へ
の
不

安
や
地
域
の
習
慣
の
違

い
に
よ
る
戸
惑
い
な
ど

を
取
り
除
き
安
心
し
て

専
念
で
き
る
環
境
を
整

え
る
こ
と
が
不
可
欠
。

玉
井

　３
年
後
の
た
め

の
フ
ォ
ロ
ー
体
制
は
。

市
長

　起
業
・
定
住
し

て
も
ら
う
こ
と
が
こ
の

事
業
の
目
的
。
情
報
を

共
有
し
実
現
で
き
る
よ

う
指
導
し
て
い
く
。

隊員の状況と
　　　　今後は
市長／３年後の隊員の
　　　起業・定住につなげたい

地
域
お
こ
し
協
力
隊

玉
井

　地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
の
活
動
状
況
と

課
題
に
つ
い
て
。

市
長

　今
年
度
よ
り
６

名
の
隊
員
を
受
け
入
れ

配
置
さ
れ
た
部
署
に
お

い
て
関
係
職
員
や
他
の

隊
員
と
も
連
携
・
協
力

し
な
が
ら
活
動
し
て
い 玉井 直子

（未来創生会）

全国各地から集った６名の隊員

「複数校の協働による授業づくり」の取り組みの様子

中
学
校
配
置
計
画
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一般
質問

久
保

　「通
学
路
交
通

安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の

保
護
者
へ
の
報
告
は
、

徹
底
し
て
い
る
の
か
。

特
に
「
安
全
指
導
」
に

つ
い
て
、
保
護
者
に
は

対
応
済
み
と
の
思
い
が

無
い
が
、
見
解
は
。

教
育
長

　関
係
機
関
の

連
携
強
化
を
図
る
た
め

「
安
芸
高
田
市
通
学
路
安

全
推
進
会
議
」
を
設
置
。

　26
年
７
月
22
日
の
会

議
で
、
本
市
の
通
学
路

安
全
確
保
の
基
本
方
針

「
安
芸
高
田
市
通
学
路

交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
策
定
後
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
。

　校
長
会
で
、
内
容
と

対
策
に
つ
い
て
各
学
校

か
ら
保
護
者
へ
報
告
を

指
示
し
て
い
る
。

　「安
全
指
導
」
に
つ

い
て
、
今
後
も
継
続
指

導
し
て
い
く
こ
と
で
、

対
策
の
徹
底
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

通学路の安全確保対策

保
護
者
へ
の

　報
告
・
徹
底
は

教
育
長
／
継
続
指
導
で
対
策
の

　
　
　
　徹
底
を
図
り
た
い

久保 慶子
（未来創生会）

つ
い
て
は
、
検
討
し
決

定
し
て
い
き
た
い
。

前
重

　総
合
事
業
移
行

に
向
け
て
の
取
り
組
み

状
況
は
。

市
長

　プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
組
み
、
施
策

の
検
討
中
。
ま
た
、
通

所
事
業
所
職
員
を
対
象

と
し
た
職
種
別
研
修
会

を
実
施
。

前
重

　市
内
地
域
振
興

会
と
の
連
携
、
協
働
の

支
え
合
い
体
制
の
取
り

組
み
は
。

市
長

　各
種
研
修
会
参

加
で
連
携
強
化
を
図
る
。

いきいきふれあいホーム事業
（地域保健福祉事業）今後の継続は
市長／共助の事業として評価、
　　　継続については検討し決定

介
護
保
険
改
正

前
重

　い
き
い
き
ふ
れ

あ
い
ホ
ー
ム
事
業
（
地

域
保
健
福
祉
事
業
）
今

後
の
継
続
は
。

市
長

　内
容
的
に
は
通

所
型
サ
ー
ビ
ス
に
分
類

さ
れ
る
。
住
民
に
よ
る

共
助
の
事
業
と
し
て
評

価
し
て
い
る
。
継
続
に 前重 昌敬

（絆）

■
浄
化
槽
整
備
事
業
特
別

会
計

Ｑ

　老
朽
化
と
い
う
言
葉

が
出
始
め
た
が
、
現
状
で

は
古
い
も
の
は
ど
の
く
ら

い
年
数
が
経
ち
、
ど
ん
な

課
題
が
あ
る
の
か
。

Ａ

　市
設
置
浄
化
槽
は
、

古
い
も
の
で
15
年
以
上
経

過
し
て
い
る
。
個
人
設
置

で
、
市
が
移
管
を
受
け
る

際
、
問
題
が
な
い
こ
と
を

確
認
し
て
引
き
受
け
て
い

る
が
、
経
年
劣
化
に
よ
り

修
理
が
必
要
な
浄
化
槽
が

数
件
あ
る
。
今
後
も
浄
化

槽
の
老
朽
化
に
伴
う
修
繕

費
の
増
加
が
明
確
な
た
め
、

対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

Ｑ

　一
人
当
た
り
の
医
療

費
が
41
万
５
千
円
と
な
っ

て
い
る
。
特
定
健
診
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
の

努
力
を
さ
れ
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
に
よ
る
３
７
５
５
万
円

の
削
減
効
果
が
出
て
い
る

が
、
一
人
あ
た
り
の
医
療

費
が
変
わ
ら
な
い
こ
と
を
、

ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い

る
か
。

Ａ

　医
療
費
は
、
医
療
の

高
度
化
、
高
齢
化
な
ど
に

よ
り
、
年
々
自
然
増
で
２

〜
３
％
増
加
し
て
お
り
、

全
国
的
に
も
同
様
で
あ
る
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
等
に
よ
る

医
療
費
適
正
化
及
び
保
健

事
業
の
実
施
に
よ
り
、
そ

の
自
然
増
を
抑
え
た
事
は
、

一
定
の
成
果
と
考
え
る
。

■
福
祉
保
健
部

Ｑ

　向
原
こ
ば
と
園
が
26

年
度
か
ら
民
設
民
営
に

な
っ
て
、
市
に
と
っ
て
ど

の
く
ら
い
の
効
果
が
あ
っ

た
の
か
。

Ａ

　25
年
度
の
決
算
額
と

比
べ
、
決
算
額
ベ
ー
ス
で

約
１
３
０
０
万
円
の
経
費

が
節
約
で
き
た
。

■ 

特
別
会
計 

■

（約１３００万円の経費節約）

公立保育所管理運営事業公立保育所管理運営事業

民設民営で…効果あり民設民営で…効果あり

決算審査決算審査

■
教
育
委
員
会

Ｑ

　国
か
ら
補
助
を
受
け
、

理
科
教
育
備
品
を
整
備
し

た
と
あ
る
が
、
そ
の
経
過

と
本
市
の
実
態
は
。

Ａ

　25
年
度
か
ら
27
年
度

ま
で
の
３
ケ
年
で
理
科
備

品
等
の
整
備
を
進
め
て
い

る
。
効
果
に
つ
い
て
は
少

し
長
い
目
で
見
る
必
要
が

あ
る
が
、
教
員
の
研
修
等

も
充
実
さ
せ
、
理
科
の
学

力
向
上
に
つ
な
げ
た
い
。向原こばと園

ひとくちメモ

○一般会計
　通常の行政事業の範囲で
毎年必要となる経理

○特別会計（11会計）
　一般会計から切り離して
独立して行われる経理
　・国民健康保険
　・介護保険
　・簡易水道
　・公共下水道　　　など

いきいきふれあいホーム事業（地域保健福祉事業）

防犯灯もない通学路（江の川右岸）吉田町

介
護
予
防
・
日
常
生
活

支
援
総
合
事
業



個人番号カード（見本）

一般
質問

青
原

　市
民
の
安
心
安

全
な
暮
ら
し
の
た
め
に
。

市
長

　危
険
マ
ッ
プ

は
、
県
の
成
果
を
待
っ

て
、
随
時
、
マ
ッ
プ
に

反
映
し
て
い
き
た
い
。

全
部
待
っ
て
か
ら
と
い

う
と
５
年
も
６
年
も
先

に
な
る
の
で
、
そ
の

デ
ー
タ
が
出
た
段
階
か

ら
そ
う
い
う
対
応
を
し

て
い
き
た
い
。

青
原

　若
者
定
住
促
進

の
た
め
の
対
応
は
。

市
長

　定
住
施
策
の
一

環
と
し
て
、
現
在
、
産

業
振
興
部
で
は
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等
の
積

極
的
誘
致
に
努
め
て
い

る
が
、
優
遇
策
等
に
つ

い
て
も
諸
条
件
を
検
討

し
て
い
る
。
移
住
・
定

住
対
策
は
本
市
で
も
喫

緊
の
課
題
で
あ
り
、
積

極
的
か
つ
早
急
に
取
り

組
み
を
検
討
し
た
い
。
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防災

防
災
に
つ
い
て

（
危
険
マ
ッ
プ
）は

市
長
／
国
・
県
の
連
携
を
密
に
検
討

青原 敏治
（未来創生会）

先
行
し
て
、
各
給
水
区

の
連
結
を
行
っ
て
お
り
、

こ
の
取
り
組
み
に
よ
り

未
給
水
区
域
の
解
消
事

業
を
進
め
た
い
。

秋
田

　高
宮
町
で
計
画

さ
れ
て
い
る
野
菜
団
地

造
成
地
域
等
を
含
め
、

急
を
要
す
る
地
域
の
対

応
に
つ
い
て
、見
解
は
。

市
長

　協
力
を
得
て
地

域
で
煮
詰
ま
っ
た
と
こ

ろ
か
ら
検
討
し
、
取
り

組
み
の
必
要
な
地
域
は

沢
山
あ
る
が
、
人
口
の

多
い
所
、
費
用
対
効
果

も
考
慮
し
た
と
こ
ろ
か

ら
進
め
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

○
主
権
者
教
育
に
つ
い

て
見
解
と
取
組
み
は

未給水区域の
　　　　解消は
市長／各給水区の水道管連結で

上
水
道
整
備

秋
田

　未
給
水
区
域
の

解
消
に
向
け
て
、
目
標
を

達
成
す
る
た
め
の
対
応
策

に
つ
い
て
、
見
解
は
。

市
長

　国
は
水
道
３
事

業
の
統
合
を
示
し
て
お

り
、
こ
れ
を
有
効
活
用

す
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

ま
た
、
本
市
で
は
国
に 秋田 雅朝

（未来創生会）

補正予算補正予算

可

決

４億６３８６万円減額４億６３８６万円減額27
年
度
補
正

（一般会計総額　195 億 4079 万円）
当初予算　199 億 5000 万円 決

年
度
補
正 当初予算　199 億 5000 万円

道の駅整備事業道の駅整備事業道の駅整備事業
５億９４００万円５億９４００万円

概要説明
現在、整備計画の見直しを行っており、予定していた用地買収

費と、建物の移転補償費が今年度内に執行できないため。

　●国道沿線活性化事業費　３億９４００万円減額

　●市道新設改良事業費　２億円減額

道の駅整備事業 減額

現在、整備計画の見直しを行っており、予定してい

　●

調査費の
６００万円
は残す

マイナンバーカード交付事業費
1303万円計上

新
規

■
主
な
質
疑

Ｑ

　
情
報
漏
洩
な
ど
の

対
策
は
。

Ａ

　現
在
、ハ
ー
ド
面
・

ソ
フ
ト
面
と
も
万
全
の

対
策
を
講
じ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

美土里町本郷・横田地区の未給水区域解消事業現場状況

ハザードマップ

お
太
助
フ
ォ
ン
の
対
応
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一般
質問

塚
本

　
人
口
減
少
を
抑

え
る
政
策
は
、
雇
用
環

境
と
、
安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
る
環
境
が
必

要
と
考
え
る
が
。

市
長

　雇
用
環
境
に
つ

い
て
は
、
新
し
く
企
業

誘
致
の
状
況
は
、
大
変

厳
し
く
、
若
者
の
市
外

流
出
を
止
め
る
政
策
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。

企
業
誘
致
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
企

業
と
の
連
携
に
努
め
る
。

　子
育
て
環
境
に
つ
い

て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
子

育
て
支
援
の
施
策
を
実

施
し
今
後
「
定
住
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し

本
市
の
魅
力
あ
る
施
策

を
紹
介
し
て
い
く
。
各

支
所
へ
の
保
健
師
の
配

置
は
考
え
て
い
な
い

が
、
支
援
が
必
要
な
場

合
、
関
係
機
関
と
一
体

と
な
っ
て
対
応
し
て
い

く
。　不

妊
治
療
費
助
成
制

度
に
つ
い
て
は
、
倫
理

的
な
課
題
や
対
象
年
齢

な
ど
を
勘
案
し
、
対
象

拡
大
は
難
し
い
と
考
え

て
い
る
。

人口減少対策

雇
用
環
境
と

　
子
育
て
環
境
は

市
長
／
若
者
の
流
出
を
止
め
る

　
　
　
　
政
策
が
必
要

塚本 　近
（新政会）

種
団
体
代
表
者
で
組
織

し
多
様
な
視
点
で
策

定
・
推
進
・
評
価
を
行

い
広
報
等
を
通
じ
市
民

に
周
知
し
、
直
接
意
見

を
頂
く
考
え
で
あ
る
。

熊
高

　
支
所
は
市
民
に

と
っ
て
重
要
な
窓
口
で
あ

り
、
そ
の
機
能
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

市
長

　地
域
や
市
民
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
把

握
す
る
組
織
と
し
て
支

所
は
非
常
に
大
事
な
こ

と
と
し
て
検
討
す
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

○
支
所
機
能
と
防
災
体

制
に
つ
い
て

○
地
域
福
祉
に
つ
い
て

○
教
育
と
ま
ち
づ
く

り
、
人
口
減
対
策
は

実施にあたっては市民の
立場に則した取り組みを
市長／支所機能を住民密着
　　　にが原点である

総
合
戦
略
に
つ
い
て

熊
高

　
総
合
戦
略
を
策

定
、
実
施
す
る
に
当

た
っ
て
は
市
民
の
立
場

に
則
し
た
多
様
な
視
点

と
、
分
野
横
断
的
連
携

が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長

　総
合
戦
略
懇
話

会
を
設
置
し
、
市
民
代

表
、
学
識
経
験
者
、
各 熊高 昌三

（未来創生会）

　９
月
17
日
に
委
員
会

を
開
き
、
議
案
３
件
を

慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

ま
た
、
１
件
の
所
管
事

務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

（
主
な
審
査
）

○
安
芸
高
田
市
手
数
料

条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例ほ

か
２
件

（
所
管
事
務
調
査
）

○
消
防
団
員
の
確
保
対

策
に
つ
い
て

（
報
告
事
項
）

○
第
２
次
安
芸
高
田
市

行
政
改
革
推
進
実
施

計
画
平
成
26
年
度
実

績
報
告
に
つ
い
て

委
員
長

　石
飛
慶
久

副
委
員
長

　玉
井
直
子

委

　
　員

　水
戸
眞
悟

　
　
　
　
　熊
高
昌
三

　
　
　
　
　藤
井
昌
之

　
　
　
　
　山
本

　優

総
務
企
画
常
任
委
員
会

消
防
団
の
確
保
対
策
に
つ
い
て

■
質
疑

熊
高

　協
力
事
業
所

の
事
業
税
を
減
免
対
策

を
し
て
い
る
企
業
も
、

全
国
的
に
は
あ
る
よ
う

だ
が
。

青
山
危
機
管
理
課
長

　

　
消
防
団
協
力
事
業
所

の
優
遇
制
度
は
、
長
野

県
で
法
人
事
業
税
・
個

人
事
業
税
の
減
免
の
制

度
を
設
け
て
い
る
。た
だ
、

こ
れ
ら
は
県
税
な
の
で

安
芸
高
田
市
独
自
で
は

取
り
組
み
で
き
な
い
。

広
島
県
が
そ
う
い
う
制

度
を
設
け
れ
ば
可
能
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。

熊
高

　女
性
消
防
団

員
に
つ
い
て
、
先
般
の

広
報
に
募
集
が
出
て
い

た
が
、
そ
れ
以
降
の
動

き
は
。

青
山
危
機
管
理
課
長

　

　女
性
消
防
団
員
に
つ

い
て
は
今
年
度
に
限
ら

ず
以
前
か
ら
消
防
団
の

幹
部
と
協
議
を
し
て
き

た
。
今
後
も
行
政
が
一

緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
く
と
い
う
こ
と
で

確
認
し
て
い
る
。

■
質
疑

藤
井

　番
号
法
に
掲
げ

ら
れ
て
い
な
い
事
務
に

お
い
て
個
人
番
号
を
利

用
す
る
場
合
、
具
体
的

に
は
ど
う
い
う
事
務
が

あ
る
か
。

杉
安
総
務
部
長

　
番
号

法
に
は
120
の
事
務
が
あ

り
、
職
員
に
よ
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編

成
し
て
、
検
討
を
し
て

い
る
。

水
戸

　普
及
率
に
関
し

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

杉
安
総
務
部
長

　し
っ

か
り
と
し
た
普
及
を
目

指
す
の
は
当
然
だ
が
、

具
体
的
に
国
・
県
か
ら

数
値
目
標
な
ど
に
つ
い

て
は
出
て
い
な
い
。

熊
高

　市
民
全
員
に
通

知
が
届
か
な
い
と
い
う

可
能
性
は
想
定
さ
れ
な

い
か
。

高
松
総
合
窓
口
課
長

　

　
世
帯
主
宛
に
簡
易
書

留
で
届
け
ま
す
。
事
前

に
実
態
調
査
を
何
件
か

進
め
て
お
り
、
確
実
に

通
知
カ
ー
ド
を
全
て
の

市
民
に
届
け
る
努
力

は
、
総
合
窓
口
課
の
中

で
対
応
で
き
る
範
囲
で

や
っ
て
い
る
。

「安芸高田市手数料条例
の一部を改正する条例」

「通知カード」及び「個人番
号カード」につきましては、
初回の交付はいずれも無料で
ありますが、本人が紛失した
場合等の再交付手数料につい
て、総務省の示した購入原価
をもとに、

「通知カード」を 500 円
「個人番号カード」を 800 円

と、新たに定めるものです。

総務企画総務企画

議案第41号　安芸高田市手数料条例の一部を改正する条例
議案第42号　安芸高田市個人番号の利用及び特定個人情報の

提供に関する条例
議案第43号　安芸高田市個人情報保護条例の一部を改正する条例安芸高田市個人情報保護条例の一部を改正する条例安芸高田市個人情報保護条例の一部を改正する条

議案第41号　安芸高田市手数料条例の一部を改正する条例
議案第42号　安芸高田市個人番号の利用及び特定個人情報の

提供に関する条例
議案第43号　安芸高田市個人情報保護条例の一部を改正する条例

女性消防団員は広報
啓発などの活動を行
ってもらう予定

定住ガイドブック

安芸高田市総合戦略案の表紙



一般
質問

下
岡

　
政
府
の
政
策
は

「
家
で
介
護
」
を
基
本

に
と
あ
る
が
、
在
宅
介

護
の
方
向
性

は
。

市
長

　

「
特
例
基
準
」

に
基
づ
き
、

サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
進
め

る
。

下
岡

　
介
護

の
た
め
に
余

儀
な
く
離
職

を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

時
、
安
心
し
て
在
宅
介

護
制
度
の
考
え
は
。

市
長

　
介
護
者
に
対
す

る
支
援
の
充
実
に
向
け

て
検
討
す
る
。

下
岡

　
ダ
ブ
ル
ケ
ア
の

「
育
児
と
介
護
」
の
負

担
の
軽
減
と
し
て
、
毎

日
で
も
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
の
お
迎
え
制
度
は
考

え
ら
れ
な
い
か
。

市
長

　
介
護
環
境
並
び

に
子
育
て
環
境
の
充
実

に
努
め
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

○
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
の

「
せ
ん
じ
が
ら
」
開
発

に
つ
い
て

○
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

品
に
つ
い
て
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在宅介護

在
宅
高
齢
者
介
護

の
方
向
性
は

市
長
／
サ
ー
ビ
ス
の
切
れ
目

　
　
　
の
な
い
提
供
確
保

下岡多美枝
（無所属）

え
る
上
で
、高
齢
者
個
々

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
把

握
の
見
地
か
ら
、
今
一

度
検
討
す
る
。

先
川

　
今
後
の
健
康
支

援
の
具
体
策
は
。

市
長

　
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
「
地
域
包
括
シ

ス
テ
ム
」
の
構
築
や
、

高
齢
者
が
活
動
出
来
る

社
会
づ
く
り
を
進
め
る
。

先
川

　
当
ビ
ル
の
再
生

手
法
は
。

市
長

　
行
政
の
大
き
な

課
題
で
あ
る
の
で
多
方

面
の
意
見
を
聞
く
場

「
協
議
会
等
」
を
設
置

し
、
し
っ
か
り
と
対
処

す
る
。

目に見える
　　　支援策は
市長／高齢者個々のライフ
　　　スタイルの把握を検討

高
齢
者
の
健
康
支
援

先
川

　
健
康
倍
増
計
画

等
様
々
な
重
点
事
業
を

よ
り
わ
か
り
易
く
す
る

た
め
、
11
人
の
保
健
師

を
顔
の
見
え
る
支
所
に

配
置
す
る
考
え
は
。

市
長

　
今
の
と
こ
ろ
考

え
て
い
な
い
。
た
だ
し

今
後
の
健
康
増
進
を
考 先川 和幸

（無所属）

向
原
駅
舎
の
利
活
用

総務企画総務企画

美作市（岡山県）、朝来市（兵庫県）、奥出雲町（島根県）
8月18日～20日

先進地視察先進地視察
研修報告 総務企画常任委員会

ま と め

視察テーマ視察地 特　徴

　この度訪れた２市１町の視察先は、それぞれ特色を持った手法を講じて事業を推進されている。
本市に同じ手法は、適用できないにしても、共感できた手法を本市に導入できるか更に調査、研究、
または所管部署と協議していきたい。

･高齢化の高い地域5カ所に3
業務（地域のまちづくり、地区
住民の雇用の創出・収入の確
保、任期終了後の生業づくり）
を課せられた協力隊を配置
している。
･地域・行政・協力隊の3者が一
体となって地域力の維持・強
化にあたる。

岡山県美作市
人　口:29,604人
世帯数:12,570世帯
面　積:429.19㎢

◇地域おこし協力隊について

◇地域おこし協力隊について

◇地域情報化及びＩＣＴの
　利活用について

みまさか

みまさか あ さ ご お く い ず も

あ さ ご

おくい ず も

兵庫県朝来市
人　口:32,131人
世帯数:12,309世帯
面　積:402.98㎢

島根県奥出雲町
人　口:13,710人
世帯数:4,843世帯
面　積:368.06㎢

･ＣＡＴＶ事業者及び電気通信
事業者で公設公営型の事業。
･携帯電話の不感地帯解消事
業の実施。
･町内の観光・防災・ＷＩＦIステー
ション及びアクセスポイントを
整備・促進を実施。
･テレビ電話システムを活用した
高齢者の見守りを実施。

･協力隊がいきいきと活動する
ために地域・行政・協力隊、3者
の思いのマッチングを募集前、
募集段階、任期中行う。
･行政側からの支援体制
  ①フォローアップ研修
  ②生活の支援
  ③活動支援・服務福利厚生
･隊員間で得意分野を活かし補
完しあう関係づくりに努める。
  チームメンバーのＳＯＳに対応
する。

保健師の職場

日頃から人との交流を大切に！
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一般
質問

　９
月
18
日
に
委
員
会

を
開
き
、
陳
情
２
件
を

慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

（
審
査
し
た
陳
情
）

○
年
金
積
立
金
の
専
ら

被
保
険
者
の
利
益

の
た
め
の
安
全
か

つ
確
実
な
運
用
に

関
す
る
意
見
書
（
決

議
）
の
採
択
を
求
め

る
要
請
書

○
外
国
人
の
扶
養
控
除

制
度
の
見
直
し
を
求

め
る
意
見
書
の
採
択

を
求
め
る
陳
情

委
員
長

　
前
重
昌
敬

副
委
員
長

　
久
保
慶
子

委

　
　
員

　
下
岡
多
美
枝

　
　
　
　
　
児
玉
史
則

　
　
　
　
　
金
行
哲
昭

　
　
　
　
　
青
原
敏
治

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

文教厚生文教厚生

第47号　平成27年11月15日発行

日
に
委
員
会

を
開
き
、
陳
情
２
件
を

慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

（
審
査
し
た
陳
情
）

○
年
金
積
立
金
の
専
ら

被
保
険
者
の
利
益

の
た
め
の
安
全
か

つ
確
実
な
運
用
に

関
す
る
意
見
書
（
決

議
）
の
採
択
を
求
め

○
外
国
人
の
扶
養
控
除

制
度
の
見
直
し
を
求

め
る
意
見
書
の
採
択

前
重
昌
敬

久
保
慶
子

下
岡
多
美
枝

児
玉
史
則

金
行
哲
昭

青
原
敏
治

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

陳 情

〔陳情者〕日本労働組合総連合会　広島県連合会（連合広島）　芸北地域協議会　会長

〔要　旨〕次の件につき国に対し意見書の提出を求めるもの。
　１.年金積立金は、厚生年金保険法等の規定にもとづき、専ら被保険者の利益のために、長期

的な観点から安全かつ確実な運用を行うこと。
　２.これまで安全資産とされてきた国内債券中心の運用方法から、株式等のリスク性資産割合

を高める方向での急激な変更は、国民の年金制度に対する信頼を損なう可能性があり、ま
た、国民の財産である年金積立金を毀損しかねないため、責任の所在を明確にすること。

　３.ＧＰＩＦ（年金積立金管理運用独立行政法人）において、保険料拠出者である労使をはじめ
とするステークホルダーが参画し、確実に意思反映できるガバナンス体制を構築すること。

〔意　見〕年金で生活しておられる方の不安を少しでも取り除くため、意見書提出に賛成。

〔審査の経過〕上記の陳情は委員会で採択し、所定の手続きを経て関係機関（国）へ意見書を
提出することとしました。

〔陳情者〕福岡県行橋市　小坪 慎也

〔要　旨〕

　１.国の制度の瑕疵により、担税力・生活実態にそぐわない形で課税の不公平が生じている。
　２.厳格に徴税される日本人のみの世帯との格差が大きくワーキングプアーの一因となっている。
　３.厳しい地方財政を窮乏させていくため、国の制度を抜本的に改善する必要がある。
　４.地方都市が今後も存続していけるよう、若い世代が希望を持てるよう本意見書の採択を

求める。

〔意　見〕この件に関しては、国も会計検査院から不備を指摘され、改正を予定されているというこ
とで、動向を見守りたい。

〔審査の経過〕上記の外国人の扶養控除制度の見直しを求める意見書の陳情書について、制度
改正の状況をみながら今後検討することで、委員会としては不採択とした。

10

◎年金積立金の専ら被保険者の利益のための安全かつ確実な
　運用に関する意見書（決議）の採択を求める要請書
◎年金積立金の専ら被保険者の利益のための安全かつ確実な
　運用に関する意見書（決議）の採択を求める要請書

◎外国人の扶養控除制度の見直しを求める意見書の採択を求める陳情◎外国人の扶養控除制度の見直しを求める意見書の採択を求める陳情

15

金
行

　
監
督
責
任
を
問

う
法
律
で
あ
り
、
住
民

へ
説
明
は
。

市
長

　空
き
家
対
策
計

画
を
策
定
し
、
広
く
住

民
に
周
知
す
る
。

金
行

　
特
定
空
き
家
の

対
応
は
。

市
長

　特
定
空
き
家
等

と
は
、
そ
の
ま
ま
放
置

す
れ
ば
倒
壊
等
、
保
安

上
危
険
、
衛
生
・
景
観

等
を
損
な
っ
て
い
る
状

態
の
空
き
家
の
こ
と
。
所

有
者
に
対
し
て
助
言
・
指

導
を
行
い
、
最
終
的
に

は
行
政
代
執
行
が
可
能

と
な
る
。

金
行

　
固
定
資
産
税
の

軽
減
措
置
は
。

市
長

　老
朽
化
し
た
空

き
家
に
対
し
、
助
言
や
指

導
に
も
関
わ
ら
ず
必
要
な

措
置
を
講
じ
な
い
場
合
、

軽
減
の
特
例
措
置
が
適
用

さ
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ

る
。「
空
き
家
対
策
協
議
会
」

に
お
い
て
今
後
、
解
体
等

に
要
す
る
支
援
策
等
検

討
す
る
。

空き家

対
策
特
別

　
　
措
置
法
と
は

市
長
／
空
き
家
の
適
正
な
管
理

金行 哲昭
（政友会）

宍
戸

　
学
校
教
育
と
し

て
の
平
和
教
育
の
重
要

性
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

教
育
長

　児
童
生
徒
の

発
達
段
階
に
配
慮
し
な

が
ら
、
国
際
理
解
や
国

際
協
調
の
視
点
に
立
ち
、

恒
久
平
和
を
願
い
国
際

社
会
に
貢
献
す
る
人
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
を

基
本
と
し
て
い
る
。

　義
務
教
育
段
階
に
お

学校における
　　取り組みは
教育長／国際社会に貢献する
　　　　人づくりを基本とする

平
和
教
育

宍
戸

　
小
・
中
学
校
に

お
け
る
平
和
教
育
の
取

り
組
み
は
。

教
育
長

　社
会
科
の
学

習
や
国
語
科
に
お
け
る

戦
争
や
平
和
を
題
材
と

し
た
、
文
学
作
品
等
の

学
習
に
関
連
付
け
た
学

習
が
代
表
的
な
例
。

宍戸 邦夫
（無所属）

一問一答１３人が１３人が

平和教育の推進

住む人を待ってる空き家

け
る
平
和
教
育
は
、
す

べ
て
の
児
童
生
徒
を
対

象
に
系
統
的
・
段
階
的
・

計
画
的
に
実
施
で
き
る

点
に
お
い
て
き
わ
め
て

重
要
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

○
安
芸
高
田
市
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
と
総
合
戦
略

に
つ
い
て
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文教厚生文教厚生

綾川町（香川県）、奈路小学校（高知県南国市）
とんからりんの家（高知県土佐町）、美馬市（徳島県）8月25日～27日

先進地視察先進地視察
あやがわ な　ろ

なんこく

と　さ
み　ま

研修報告 文教厚生常任委員会

視察テーマ視察地 特　徴

ま 

と 

め

　各視察研修先には、地域の核となる人材・逸材がおられ、早い段階からまちづくりを考えられ、
国・県と連携し事業メニューを利用、活用しながら、少ない経費で最大の効果が生み出される
事業展開をしようとする熱い思いが地域に浸透している。
　先進地に学び安芸高田市の施策展開に活かせればいいと感じた。

･認知症サポーター・介護予防サポータ
ーの養成。
･介護ボランティア制度（ポイント制）。
･「まちかどほっと歓（見守り）事業」の
展開。

･パソコン等を使い、自分の力でまとめる。
･タイピング練習でローマ字も同時に覚
える。
･児童が作成したビデオメールで交流
校とやり取りをしている。

◇国民健康保険に関す
　る事業及びデータヘ
　ルス計画について
◇健康管理支援システ
　ムについて

南国市立奈路小学校
　児童数　男:5　女:19

香川県綾川町
人　口:24,752人
世帯数:9,694世帯
面　積:109.67㎢

あやがわ

 と   さ

高知県土佐町
人　口:4,102人
世帯数:2,025世帯
面　積:212.11㎢

なんこく

高知県南国市
人　口:48,348人
世帯数:21,956世帯
面　積:125.35㎢

な　ろ

 み   ま

徳島県美馬市
人　口:31,043人
世帯数:12,870世帯
面　積:367.14㎢

･市の事業を見直し、事業実施している。
･保健師による個別訪問保健指導の徹底
（顔と顔を合わせて保健指導）。
･市としてデータヘルス計画の目指す方
向性の一覧表ができている。

･住民自らが運営・経営主体。（ボランティ
ア延べ1218人）
･高齢者の居場所づくりのために設置。
生きがいや健康づくり、介護予防と活
動を広げている。障害者や子育ての支
援など、住む人のニーズにあわせた活
動をしている。

◇介護予防事業の推進
◇認知症医療ケア連携
の状況について

◇ＩＣＴ教育の推進につ
いて

◇地域福祉の拠点
　「とんからりんの家」
の運営について

一般
質問

市政を問う市政を問う

地域バス

邑
南
町
と
の

　
　
相
互
利
用
は

市
長
／
前
向
き
に
取
り
組
む

水
戸

　
邑
南
町
と
は
、

陰
陽
神
楽
街
道
改
築
促

進
や
観
光
振
興
、
災
害

対
応
な
ど
相
互
協
定
を

締
結
し
て
い
る
。
本
市

運
営
の
有
償
運
送
運
行

業
務
に
お
い
て
相
互
利

用
の
可
能
性
は
。

市
長

　
い
く
つ
か
の
法

的
課
題
な
ど
が
あ
る
と
思

う
が
、
利
便
性
を
考
慮
し

前
向
き
に
取
り
組
む
。

水
戸

　
学
校
配
置
計
画

の
見
直
し
と
今
後
の
計

画
は
。

教
育
長

　
成
果
と
課
題

を
精
査
し
、
継
続
し
た

推
進
計
画
を
策
定
、
早

期
の
目
的
達
成
を
図
る
。

水戸 眞悟
（絆）

一般質問は発言者本人が文章を作成しています。

（議場風景）

11

学
校
配
置

水
戸

　
地
方
教
育
行
政

法
の
一
部
改
正
に
よ
る

教
育
に
対
す
る
首
長
責

任
は
。

市
長

　
教
育
に
対
す
る

首
長
責
任
が
明
確
に

な
っ
た
。
総
合
教
育
会

議
に
よ
り
安
芸
高
田
市

教
育
大
綱
を
策
定
す
る
。

総
務
課
が
所
掌
す
る
。友愛とろっこ便
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産業建設産業建設

12

　９
月
24
日
に
委
員
会

を
開
き
、２
件
の
所
管
事

務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

（
所
管
事
務
調
査
）

○
空
き
家
対
策
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

○
道
の
駅
整
備
状
況
に

つ
い
て

（
報
告
事
項
）

○
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
の
販
売
状
況
に
つ

い
て

ほ
か
３
件

産
業
建
設
常
任
委
員
会

『道の駅』現在 計画見直し中『道の駅』現在 計画見直し中
国土交通省・ＪＡ等、関係機関と連携し協議国土交通省・ＪＡ等、関係機関と連携し協議

プレミアム付（30%）商品券販売の取り組み結果についてプレミアム付（30%）商品券販売の取り組み結果について

委
員
長

　大
下
正
幸

副
委
員
長

　秋
田
雅
朝

委

　
　員

　玉
重
輝
吉

先
川
和
幸

宍
戸
邦
夫

塚
本

　近

■
質
疑

玉
重

　前
年
度
よ
り
、

成
約
件
数
は
増
加
し
評

価
す
る
が
、
根
本
的
に

現
状
ペ
ー
ス
で
は
、
更

に
空
き
家
が
増
加
す
る

と
考
え
る
が
。

行
森
住
宅
政
策
課
長

　

　
国
よ
り
「
空
家
等
対

策
の
推
進
に
関
す
る
特

別
措
置
法
」
が
全
面
施

行
さ
れ
、こ
れ
を
受
け
、

安
芸
高
田
市
空
き
家
対

策
協
議
会
を
設
置
し
対

策
を
総
合
的
に
講
じ
て

い
く
。

販売目標冊数　22,100 冊
販売総数　　　24,503 冊

この取り組みにより消費金額換算
で３億 1853 万 9000 円の市内消費
につながっている。

販売結果

○ 販売計画　第1次　全世帯対象　　第2次　子育て世帯対象
　　　　　　第3次　第1次・第2次の販売結果を踏まえ、福祉施設等へ販売

○販売機関　平成27年4月21日～平成27年8月31日（第1次～第3次まで）

販売冊数
/目標冊数 (%)販売冊数

第１次
第２次
計
第３次
合　計

17,395
5,612
23,007
1,496
24,503

78.7
25.4
104.1
6.8

110.9

平成 27年度　空き家対策事業スケジュール
事務事業

空き家対策事業

H27年９月 14日現在

★空き家バンク登録
≪登録件数　41件≫
≪利用者登録件数 128件≫
≪成約件数９件≫

４月 ５月 ６月 ７月 １月 ２月 ３月 備　考８月 ９月 10月 12月11月

空き家調査マップ・台帳整理・空き家登録促進・利用者への情報提供

●８/19 空き家対策庁内検討委員会

●10/27 第１回協議会

★基本方針（案）協議
★空き家対策計画の素案協議
★空き家適正管理活用（案）協議

★空き家対策協議会の設立
★基本方針

●第２回協議会

売買・賃貸 246戸
自己管理 749戸
その他 907戸

★空き家対策計画策定
★空き家適正管理活用

●
★空き家適正管理
　活用条例（案）

産業建設産業建設

㈲今井商店（茨木県桜川市）、道の駅「もてぎ」（栃木県茂木町）
イオンアグリ宇都宮農場（栃木県宇都宮市）７月29日～31日

先進地視察
もてぎ

研修報告 産業建設常任委員会

視察テーマ視察地 特　徴

ま と め

　将来、担い手不足が想定される農業に対し、民間企業が直営にて生産・加工・販売と6次産業化に
取り組み、生産農家の所得向上に取り組んでいた。
　また、茂木町では「道の駅」を核とし、行政主導のもと6次産業化に取り組んでいた。ただし、未だ
十分な所得向上に至っておらず、課題は大きい。

･大根・キャベツ等、生産・加工・販
売を民間企業が行っている。
･生産は北海道から九州まで。
･全国的に契約販売を実施。
･加工したおでん用大根、カット
キャベツ等、コンビニ・スーパ
ーへ納入。

◇農地集積化による効率化の取り組み
◇直営農場の一貫した安定栽培
　の取り組み

㈲今井商店
○会社概要
　設立　昭和61年
　資本金　1300万円
○事業内容
　農産物の契約栽培等
○関連法人
　みどり園芸組合

道の駅「もてぎ」
○主な経緯
　平成8年　
　栃木県第1号道の駅
　平成11年
　もてぎプラザ設立
　資本金　5000万円
　全国モデル「道の駅」
　に選定

イオンアグリ
「宇都宮農場」
○農場概要
　開場　平成22年
　面積　13ヘクタール
　施設　ハウス25棟
　栽培品目　キャベツ
　　ホウレンソウ　等

･当市もこの度、羽佐竹地区で
採用を決定したイオングルー
プが直営で栽培を実施。
･社員5名、パート20名を雇用。
･地産地消、また、農業を産業
化し若い地域の担い手を育
成する取り組み。

･「道の駅」を核とした地域のに
ぎわい6次産業化を推進。
･「道の駅」の社長を町長が兼
任し、農家から柚子等を全量
買い取り、手作業で加工。
･オリジナル商品（33種類）を
開発・販売。
･防災力向上のため防災館を
併設。

◇農産物（大根）の6次産業化
◇栽培技術・加工技術・販路開拓

◇農産物（柚子）の6次産業化
　の取り組み
◇地域のにぎわい拠点・防災
　拠点の取り組み

空き家対策
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産業建設産業建設

12

　９
月
24
日
に
委
員
会

を
開
き
、２
件
の
所
管
事

務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

（
所
管
事
務
調
査
）

○
空
き
家
対
策
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

○
道
の
駅
整
備
状
況
に

つ
い
て

（
報
告
事
項
）

○
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
の
販
売
状
況
に
つ

い
て

ほ
か
３
件

産
業
建
設
常
任
委
員
会

『道の駅』現在 計画見直し中
国土交通省・ＪＡ等、関係機関と連携し協議

プレミアム付（30%）商品券販売の取り組み結果について

委
員
長

　大
下
正
幸

副
委
員
長

　秋
田
雅
朝

委

　
　員

　玉
重
輝
吉

先
川
和
幸

宍
戸
邦
夫

塚
本

　近

■
質
疑

玉
重

　前
年
度
よ
り
、

成
約
件
数
は
増
加
し
評

価
す
る
が
、
根
本
的
に

現
状
ペ
ー
ス
で
は
、
更

に
空
き
家
が
増
加
す
る

と
考
え
る
が
。

行
森
住
宅
政
策
課
長

　

　
国
よ
り
「
空
家
等
対

策
の
推
進
に
関
す
る
特

別
措
置
法
」
が
全
面
施

行
さ
れ
、こ
れ
を
受
け
、

安
芸
高
田
市
空
き
家
対

策
協
議
会
を
設
置
し
対

策
を
総
合
的
に
講
じ
て

い
く
。

販売目標冊数　22,100 冊
販売総数　　　24,503 冊

この取り組みにより消費金額換算
で３億 1853 万 9000 円の市内消費
につながっている。

販売結果

○ 販売計画　第1次　全世帯対象　　第2次　子育て世帯対象
　　　　　　第3次　第1次・第2次の販売結果を踏まえ、福祉施設等へ販売

○販売機関　平成27年4月21日～平成27年8月31日（第1次～第3次まで）

販売冊数
/目標冊数 (%)販売冊数

第１次
第２次
計
第３次
合　計

17,395
5,612
23,007
1,496
24,503

78.7
25.4
104.1
6.8

110.9

平成 27年度　空き家対策事業スケジュール
事務事業

空き家対策事業

H27年９月 14日現在

★空き家バンク登録
≪登録件数　41件≫
≪利用者登録件数 128件≫
≪成約件数９件≫

４月 ５月 ６月 ７月 １月 ２月 ３月 備　考８月 ９月 10月 12月11月

空き家調査マップ・台帳整理・空き家登録促進・利用者への情報提供

●８/19 空き家対策庁内検討委員会

●10/27 第１回協議会

★基本方針（案）協議
★空き家対策計画の素案協議
★空き家適正管理活用（案）協議

★空き家対策協議会の設立
★基本方針

●第２回協議会

売買・賃貸 246戸
自己管理 749戸
その他 907戸

★空き家対策計画策定
★空き家適正管理活用

●
★空き家適正管理
　活用条例（案）

産業建設産業建設

㈲今井商店（茨木県桜川市）、道の駅「もてぎ」（栃木県茂木町）
イオンアグリ宇都宮農場（栃木県宇都宮市）７月29日～31日

先進地視察先進地視察
もてぎ

研修報告 産業建設常任委員会

視察テーマ視察地 特　徴

ま と め

　将来、担い手不足が想定される農業に対し、民間企業が直営にて生産・加工・販売と6次産業化に
取り組み、生産農家の所得向上に取り組んでいた。
　また、茂木町では「道の駅」を核とし、行政主導のもと6次産業化に取り組んでいた。ただし、未だ
十分な所得向上に至っておらず、課題は大きい。

･大根・キャベツ等、生産・加工・販
売を民間企業が行っている。
･生産は北海道から九州まで。
･全国的に契約販売を実施。
･加工したおでん用大根、カット
キャベツ等、コンビニ・スーパ
ーへ納入。

◇農地集積化による効率化の取り組み
◇直営農場の一貫した安定栽培
　の取り組み

㈲今井商店
○会社概要
　設立　昭和61年
　資本金　1300万円
○事業内容
　農産物の契約栽培等
○関連法人
　みどり園芸組合

道の駅「もてぎ」
○主な経緯
　平成8年　
　栃木県第1号道の駅
　平成11年
　もてぎプラザ設立
　資本金　5000万円
　全国モデル「道の駅」
　に選定

イオンアグリ
「宇都宮農場」
○農場概要
　開場　平成22年
　面積　13ヘクタール
　施設　ハウス25棟
　栽培品目　キャベツ
　　ホウレンソウ　等

･当市もこの度、羽佐竹地区で
採用を決定したイオングルー
プが直営で栽培を実施。
･社員5名、パート20名を雇用。
･地産地消、また、農業を産業
化し若い地域の担い手を育
成する取り組み。

･「道の駅」を核とした地域のに
ぎわい6次産業化を推進。
･「道の駅」の社長を町長が兼
任し、農家から柚子等を全量
買い取り、手作業で加工。
･オリジナル商品（33種類）を
開発・販売。
･防災力向上のため防災館を
併設。

◇農産物（大根）の6次産業化
◇栽培技術・加工技術・販路開拓

◇農産物（柚子）の6次産業化
　の取り組み
◇地域のにぎわい拠点・防災
　拠点の取り組み

空き家対策
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文教厚生文教厚生

綾川町（香川県）、奈路小学校（高知県南国市）
とんからりんの家（高知県土佐町）、美馬市（徳島県）8月25日～27日

先進地視察
あやがわ な　ろ

なんこく

と　さ
み　ま

研修報告 文教厚生常任委員会

視察テーマ視察地 特　徴

ま 

と 

め

　各視察研修先には、地域の核となる人材・逸材がおられ、早い段階からまちづくりを考えられ、
国・県と連携し事業メニューを利用、活用しながら、少ない経費で最大の効果が生み出される
事業展開をしようとする熱い思いが地域に浸透している。
　先進地に学び安芸高田市の施策展開に活かせればいいと感じた。

･認知症サポーター・介護予防サポータ
ーの養成。
･介護ボランティア制度（ポイント制）。
･「まちかどほっと歓（見守り）事業」の
展開。

･パソコン等を使い、自分の力でまとめる。
･タイピング練習でローマ字も同時に覚
える。
･児童が作成したビデオメールで交流
校とやり取りをしている。

◇国民健康保険に関す
　る事業及びデータヘ
　ルス計画について
◇健康管理支援システ
　ムについて

南国市立奈路小学校
　児童数　男:5　女:19

香川県綾川町
人　口:24,752人
世帯数:9,694世帯
面　積:109.67㎢

あやがわ

 と   さ

高知県土佐町
人　口:4,102人
世帯数:2,025世帯
面　積:212.11㎢

なんこく

高知県南国市
人　口:48,348人
世帯数:21,956世帯
面　積:125.35㎢

な　ろ

 み   ま

徳島県美馬市
人　口:31,043人
世帯数:12,870世帯
面　積:367.14㎢

･市の事業を見直し、事業実施している。
･保健師による個別訪問保健指導の徹底
（顔と顔を合わせて保健指導）。
･市としてデータヘルス計画の目指す方
向性の一覧表ができている。

･住民自らが運営・経営主体。（ボランティ
ア延べ1218人）
･高齢者の居場所づくりのために設置。
生きがいや健康づくり、介護予防と活
動を広げている。障害者や子育ての支
援など、住む人のニーズにあわせた活
動をしている。

◇介護予防事業の推進
◇認知症医療ケア連携
の状況について

◇ＩＣＴ教育の推進につ
いて

◇地域福祉の拠点
　「とんからりんの家」
の運営について

一般
質問

市政を問う市政を問う

地域バス

邑
南
町
と
の

　
　
相
互
利
用
は

市
長
／
前
向
き
に
取
り
組
む

地域バス

　
　
相
互
利
用
は

市
長
／
前
向
き
に
取
り
組
む

水
戸

　
邑
南
町
と
は
、

陰
陽
神
楽
街
道
改
築
促

進
や
観
光
振
興
、
災
害

対
応
な
ど
相
互
協
定
を

締
結
し
て
い
る
。
本
市

運
営
の
有
償
運
送
運
行

業
務
に
お
い
て
相
互
利

用
の
可
能
性
は
。

市
長

　
い
く
つ
か
の
法

的
課
題
な
ど
が
あ
る
と
思

う
が
、
利
便
性
を
考
慮
し

前
向
き
に
取
り
組
む
。

水
戸

　
学
校
配
置
計
画

の
見
直
し
と
今
後
の
計

画
は
。

教
育
長

　
成
果
と
課
題

を
精
査
し
、
継
続
し
た

推
進
計
画
を
策
定
、
早

期
の
目
的
達
成
を
図
る
。

水戸 眞悟
（絆）

一般質問は発言者本人が文章を作成しています。

（議場風景）
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学
校
配
置

水
戸

　
地
方
教
育
行
政

法
の
一
部
改
正
に
よ
る

教
育
に
対
す
る
首
長
責

任
は
。

市
長

　
教
育
に
対
す
る

首
長
責
任
が
明
確
に

な
っ
た
。
総
合
教
育
会

議
に
よ
り
安
芸
高
田
市

教
育
大
綱
を
策
定
す
る
。

総
務
課
が
所
掌
す
る
。友愛とろっこ便
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一般
質問

　９
月
18
日
に
委
員
会

を
開
き
、
陳
情
２
件
を

慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

（
審
査
し
た
陳
情
）

○
年
金
積
立
金
の
専
ら

被
保
険
者
の
利
益

の
た
め
の
安
全
か

つ
確
実
な
運
用
に

関
す
る
意
見
書
（
決

議
）
の
採
択
を
求
め

る
要
請
書

○
外
国
人
の
扶
養
控
除

制
度
の
見
直
し
を
求

め
る
意
見
書
の
採
択

を
求
め
る
陳
情

委
員
長

　
前
重
昌
敬

副
委
員
長

　
久
保
慶
子

委

　
　
員

　
下
岡
多
美
枝

　
　
　
　
　
児
玉
史
則

　
　
　
　
　
金
行
哲
昭

　
　
　
　
　
青
原
敏
治

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

文教厚生文教厚生

陳 情

〔陳情者〕日本労働組合総連合会　広島県連合会（連合広島）　芸北地域協議会　会長

〔要　旨〕次の件につき国に対し意見書の提出を求めるもの。
　１.年金積立金は、厚生年金保険法等の規定にもとづき、専ら被保険者の利益のために、長期

的な観点から安全かつ確実な運用を行うこと。
　２.これまで安全資産とされてきた国内債券中心の運用方法から、株式等のリスク性資産割合

を高める方向での急激な変更は、国民の年金制度に対する信頼を損なう可能性があり、ま
た、国民の財産である年金積立金を毀損しかねないため、責任の所在を明確にすること。

　３.ＧＰＩＦ（年金積立金管理運用独立行政法人）において、保険料拠出者である労使をはじめ
とするステークホルダーが参画し、確実に意思反映できるガバナンス体制を構築すること。

〔意　見〕年金で生活しておられる方の不安を少しでも取り除くため、意見書提出に賛成。

〔審査の経過〕上記の陳情は委員会で採択し、所定の手続きを経て関係機関（国）へ意見書を
提出することとしました。

〔陳情者〕福岡県行橋市　小坪 慎也

〔要　旨〕

　１.国の制度の瑕疵により、担税力・生活実態にそぐわない形で課税の不公平が生じている。
　２.厳格に徴税される日本人のみの世帯との格差が大きくワーキングプアーの一因となっている。
　３.厳しい地方財政を窮乏させていくため、国の制度を抜本的に改善する必要がある。
　４.地方都市が今後も存続していけるよう、若い世代が希望を持てるよう本意見書の採択を

求める。

〔意　見〕この件に関しては、国も会計検査院から不備を指摘され、改正を予定されているというこ
とで、動向を見守りたい。

〔審査の経過〕上記の外国人の扶養控除制度の見直しを求める意見書の陳情書について、制度
改正の状況をみながら今後検討することで、委員会としては不採択とした。

10

◎年金積立金の専ら被保険者の利益のための安全かつ確実な
　運用に関する意見書（決議）の採択を求める要請書

◎外国人の扶養控除制度の見直しを求める意見書の採択を求める陳情

15

金
行

　
監
督
責
任
を
問

う
法
律
で
あ
り
、
住
民

へ
説
明
は
。

市
長

　空
き
家
対
策
計

画
を
策
定
し
、
広
く
住

民
に
周
知
す
る
。

金
行

　
特
定
空
き
家
の

対
応
は
。

市
長

　特
定
空
き
家
等

と
は
、
そ
の
ま
ま
放
置

す
れ
ば
倒
壊
等
、
保
安

上
危
険
、
衛
生
・
景
観

等
を
損
な
っ
て
い
る
状

態
の
空
き
家
の
こ
と
。
所

有
者
に
対
し
て
助
言
・
指

導
を
行
い
、
最
終
的
に

は
行
政
代
執
行
が
可
能

と
な
る
。

金
行

　
固
定
資
産
税
の

軽
減
措
置
は
。

市
長

　老
朽
化
し
た
空

き
家
に
対
し
、
助
言
や
指

導
に
も
関
わ
ら
ず
必
要
な

措
置
を
講
じ
な
い
場
合
、

軽
減
の
特
例
措
置
が
適
用

さ
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ

る
。「
空
き
家
対
策
協
議
会
」

に
お
い
て
今
後
、
解
体
等

に
要
す
る
支
援
策
等
検

討
す
る
。

空き家

対
策
特
別

　
　
措
置
法
と
は

市
長
／
空
き
家
の
適
正
な
管
理

金行 哲昭
（政友会）

宍
戸

　
学
校
教
育
と
し

て
の
平
和
教
育
の
重
要

性
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

教
育
長

　児
童
生
徒
の

発
達
段
階
に
配
慮
し
な

が
ら
、
国
際
理
解
や
国

際
協
調
の
視
点
に
立
ち
、

恒
久
平
和
を
願
い
国
際

社
会
に
貢
献
す
る
人
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
を

基
本
と
し
て
い
る
。

　義
務
教
育
段
階
に
お

宍
戸

学
校
教
育
と
し

て
の
平
和
教
育
の
重
要

性
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

教
育
長

　児
童
生
徒
の

発
達
段
階
に
配
慮
し
な

が
ら
、
国
際
理
解
や
国

際
協
調
の
視
点
に
立
ち
、

学校における
　　取り組みは
教育長／国際社会に貢献する
　　　　人づくりを基本とする

平
和
教
育

宍
戸

　
小
・
中
学
校
に

お
け
る
平
和
教
育
の
取

り
組
み
は
。

教
育
長

　社
会
科
の
学

習
や
国
語
科
に
お
け
る

戦
争
や
平
和
を
題
材
と

し
た
、
文
学
作
品
等
の

学
習
に
関
連
付
け
た
学

習
が
代
表
的
な
例
。

宍戸 邦夫
（無所属）

一問一答１３人が１３人が

平和教育の推進

住む人を待ってる空き家

け
る
平
和
教
育
は
、
す

べ
て
の
児
童
生
徒
を
対

象
に
系
統
的
・
段
階
的
・

計
画
的
に
実
施
で
き
る

点
に
お
い
て
き
わ
め
て

重
要
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

○
安
芸
高
田
市
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
と
総
合
戦
略

に
つ
い
て



一般
質問

下
岡

　
政
府
の
政
策
は

「
家
で
介
護
」
を
基
本

に
と
あ
る
が
、
在
宅
介

護
の
方
向
性

は
。

市
長

　

「
特
例
基
準
」

に
基
づ
き
、

サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
進
め

る
。

下
岡

　
介
護

の
た
め
に
余

儀
な
く
離
職

を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

時
、
安
心
し
て
在
宅
介

護
制
度
の
考
え
は
。

市
長

　
介
護
者
に
対
す

る
支
援
の
充
実
に
向
け

て
検
討
す
る
。

下
岡

　
ダ
ブ
ル
ケ
ア
の

「
育
児
と
介
護
」
の
負

担
の
軽
減
と
し
て
、
毎

日
で
も
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
の
お
迎
え
制
度
は
考

え
ら
れ
な
い
か
。

市
長

　
介
護
環
境
並
び

に
子
育
て
環
境
の
充
実

に
努
め
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

○
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
の

「
せ
ん
じ
が
ら
」
開
発

に
つ
い
て

○
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

品
に
つ
い
て
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在宅介護

在
宅
高
齢
者
介
護

の
方
向
性
は

市
長
／
サ
ー
ビ
ス
の
切
れ
目

　
　
　
の
な
い
提
供
確
保

下岡多美枝
（無所属）

え
る
上
で
、高
齢
者
個
々

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
把

握
の
見
地
か
ら
、
今
一

度
検
討
す
る
。

先
川

　
今
後
の
健
康
支

援
の
具
体
策
は
。

市
長

　
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
「
地
域
包
括
シ

ス
テ
ム
」
の
構
築
や
、

高
齢
者
が
活
動
出
来
る

社
会
づ
く
り
を
進
め
る
。

先
川

　
当
ビ
ル
の
再
生

手
法
は
。

市
長

　
行
政
の
大
き
な

課
題
で
あ
る
の
で
多
方

面
の
意
見
を
聞
く
場

「
協
議
会
等
」
を
設
置

し
、
し
っ
か
り
と
対
処

す
る
。

○
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

え
る
上
で
、高
齢
者
個
々

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
把

握
の
見
地
か
ら
、
今
一

度
検
討
す
る
。

先
川

今
後
の
健
康
支

援
の
具
体
策
は
。

市
長

住
み
慣
れ
た
地

目に見える
　　　支援策は
市長／高齢者個々のライフ
　　　スタイルの把握を検討

高
齢
者
の
健
康
支
援

先
川

　
健
康
倍
増
計
画

等
様
々
な
重
点
事
業
を

よ
り
わ
か
り
易
く
す
る

た
め
、
11
人
の
保
健
師

を
顔
の
見
え
る
支
所
に

配
置
す
る
考
え
は
。

市
長

　
今
の
と
こ
ろ
考

え
て
い
な
い
。
た
だ
し

今
後
の
健
康
増
進
を
考 先川 和幸

（無所属）

向
原
駅
舎
の
利
活
用

総務企画総務企画

美作市（岡山県）、朝来市（兵庫県）、奥出雲町（島根県）
8月18日～20日

先進地視察
研修報告 総務企画常任委員会

ま と め

視察テーマ視察地 特　徴

　この度訪れた２市１町の視察先は、それぞれ特色を持った手法を講じて事業を推進されている。
本市に同じ手法は、適用できないにしても、共感できた手法を本市に導入できるか更に調査、研究、
または所管部署と協議していきたい。

･高齢化の高い地域5カ所に3
業務（地域のまちづくり、地区
住民の雇用の創出・収入の確
保、任期終了後の生業づくり）
を課せられた協力隊を配置
している。
･地域・行政・協力隊の3者が一
体となって地域力の維持・強
化にあたる。

岡山県美作市
人　口:29,604人
世帯数:12,570世帯
面　積:429.19㎢

◇地域おこし協力隊について

◇地域おこし協力隊について

◇地域情報化及びＩＣＴの
　利活用について

みまさか

みまさか あ さ ご お く い ず も

あ さ ご

おくい ず も

兵庫県朝来市
人　口:32,131人
世帯数:12,309世帯
面　積:402.98㎢

島根県奥出雲町
人　口:13,710人
世帯数:4,843世帯
面　積:368.06㎢

･ＣＡＴＶ事業者及び電気通信
事業者で公設公営型の事業。
･携帯電話の不感地帯解消事
業の実施。
･町内の観光・防災・ＷＩＦIステー
ション及びアクセスポイントを
整備・促進を実施。
･テレビ電話システムを活用した
高齢者の見守りを実施。

･協力隊がいきいきと活動する
ために地域・行政・協力隊、3者
の思いのマッチングを募集前、
募集段階、任期中行う。
･行政側からの支援体制
  ①フォローアップ研修
  ②生活の支援
  ③活動支援・服務福利厚生
･隊員間で得意分野を活かし補
完しあう関係づくりに努める。
  チームメンバーのＳＯＳに対応
する。

保健師の職場

日頃から人との交流を大切に！
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一般
質問

塚
本

　
人
口
減
少
を
抑

え
る
政
策
は
、
雇
用
環

境
と
、
安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
る
環
境
が
必

要
と
考
え
る
が
。

市
長

　雇
用
環
境
に
つ

い
て
は
、
新
し
く
企
業

誘
致
の
状
況
は
、
大
変

厳
し
く
、
若
者
の
市
外

流
出
を
止
め
る
政
策
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。

企
業
誘
致
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
企

業
と
の
連
携
に
努
め
る
。

　子
育
て
環
境
に
つ
い

て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
子

育
て
支
援
の
施
策
を
実

施
し
今
後
「
定
住
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し

本
市
の
魅
力
あ
る
施
策

を
紹
介
し
て
い
く
。
各

支
所
へ
の
保
健
師
の
配

置
は
考
え
て
い
な
い

が
、
支
援
が
必
要
な
場

合
、
関
係
機
関
と
一
体

と
な
っ
て
対
応
し
て
い

く
。　不

妊
治
療
費
助
成
制

度
に
つ
い
て
は
、
倫
理

的
な
課
題
や
対
象
年
齢

な
ど
を
勘
案
し
、
対
象

拡
大
は
難
し
い
と
考
え

て
い
る
。

人口減少対策

雇
用
環
境
と

　
子
育
て
環
境
は

市
長
／
若
者
の
流
出
を
止
め
る

　
　
　
　
政
策
が
必
要

塚本 　近
（新政会）

種
団
体
代
表
者
で
組
織

し
多
様
な
視
点
で
策

定
・
推
進
・
評
価
を
行

い
広
報
等
を
通
じ
市
民

に
周
知
し
、
直
接
意
見

を
頂
く
考
え
で
あ
る
。

熊
高

　
支
所
は
市
民
に

と
っ
て
重
要
な
窓
口
で
あ

り
、
そ
の
機
能
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

市
長

　地
域
や
市
民
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
把

握
す
る
組
織
と
し
て
支

所
は
非
常
に
大
事
な
こ

と
と
し
て
検
討
す
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

○
支
所
機
能
と
防
災
体

制
に
つ
い
て

○
地
域
福
祉
に
つ
い
て

○
教
育
と
ま
ち
づ
く

り
、
人
口
減
対
策
は

実施にあたっては市民の
立場に則した取り組みを
市長／支所機能を住民密着
　　　にが原点である

総
合
戦
略
に
つ
い
て

熊
高

　
総
合
戦
略
を
策

定
、
実
施
す
る
に
当

た
っ
て
は
市
民
の
立
場

に
則
し
た
多
様
な
視
点

と
、
分
野
横
断
的
連
携

が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長

　総
合
戦
略
懇
話

会
を
設
置
し
、
市
民
代

表
、
学
識
経
験
者
、
各 熊高 昌三

（未来創生会）

　９
月
17
日
に
委
員
会

を
開
き
、
議
案
３
件
を

慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

ま
た
、
１
件
の
所
管
事

務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

（
主
な
審
査
）

○
安
芸
高
田
市
手
数
料

条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例ほ

か
２
件

（
所
管
事
務
調
査
）

○
消
防
団
員
の
確
保
対

策
に
つ
い
て

（
報
告
事
項
）

○
第
２
次
安
芸
高
田
市

行
政
改
革
推
進
実
施

計
画
平
成
26
年
度
実

績
報
告
に
つ
い
て

委
員
長

　石
飛
慶
久

副
委
員
長

　玉
井
直
子

委

　
　員

　水
戸
眞
悟

　
　
　
　
　熊
高
昌
三

　
　
　
　
　藤
井
昌
之

　
　
　
　
　山
本

　優

総
務
企
画
常
任
委
員
会

消
防
団
の
確
保
対
策
に
つ
い
て

■
質
疑

熊
高

　協
力
事
業
所

の
事
業
税
を
減
免
対
策

を
し
て
い
る
企
業
も
、

全
国
的
に
は
あ
る
よ
う

だ
が
。

青
山
危
機
管
理
課
長

　

　
消
防
団
協
力
事
業
所

の
優
遇
制
度
は
、
長
野

県
で
法
人
事
業
税
・
個

人
事
業
税
の
減
免
の
制

度
を
設
け
て
い
る
。た
だ
、

こ
れ
ら
は
県
税
な
の
で

安
芸
高
田
市
独
自
で
は

取
り
組
み
で
き
な
い
。

広
島
県
が
そ
う
い
う
制

度
を
設
け
れ
ば
可
能
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。

熊
高

　女
性
消
防
団

員
に
つ
い
て
、
先
般
の

広
報
に
募
集
が
出
て
い

た
が
、
そ
れ
以
降
の
動

き
は
。

青
山
危
機
管
理
課
長

　

　女
性
消
防
団
員
に
つ

い
て
は
今
年
度
に
限
ら

ず
以
前
か
ら
消
防
団
の

幹
部
と
協
議
を
し
て
き

た
。
今
後
も
行
政
が
一

緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
く
と
い
う
こ
と
で

確
認
し
て
い
る
。

■
質
疑

藤
井

　番
号
法
に
掲
げ

ら
れ
て
い
な
い
事
務
に

お
い
て
個
人
番
号
を
利

用
す
る
場
合
、
具
体
的

に
は
ど
う
い
う
事
務
が

あ
る
か
。

杉
安
総
務
部
長

　
番
号

法
に
は
120
の
事
務
が
あ

り
、
職
員
に
よ
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編

成
し
て
、
検
討
を
し
て

い
る
。

水
戸

　普
及
率
に
関
し

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

杉
安
総
務
部
長

　し
っ

か
り
と
し
た
普
及
を
目

指
す
の
は
当
然
だ
が
、

具
体
的
に
国
・
県
か
ら

数
値
目
標
な
ど
に
つ
い

て
は
出
て
い
な
い
。

熊
高

　市
民
全
員
に
通

知
が
届
か
な
い
と
い
う

可
能
性
は
想
定
さ
れ
な

い
か
。

高
松
総
合
窓
口
課
長

　

　
世
帯
主
宛
に
簡
易
書

留
で
届
け
ま
す
。
事
前

に
実
態
調
査
を
何
件
か

進
め
て
お
り
、
確
実
に

通
知
カ
ー
ド
を
全
て
の

市
民
に
届
け
る
努
力

は
、
総
合
窓
口
課
の
中

で
対
応
で
き
る
範
囲
で

や
っ
て
い
る
。

「安芸高田市手数料条例
の一部を改正する条例」

「通知カード」及び「個人番
号カード」につきましては、
初回の交付はいずれも無料で
ありますが、本人が紛失した
場合等の再交付手数料につい
て、総務省の示した購入原価
をもとに、

「通知カード」を 500 円
「個人番号カード」を 800 円

と、新たに定めるものです。

総務企画総務企画

議案第41号　安芸高田市手数料条例の一部を改正する条例
議案第42号　安芸高田市個人番号の利用及び特定個人情報の

提供に関する条例
議案第43号　安芸高田市個人情報保護条例の一部を改正する条例

女性消防団員は広報
啓発などの活動を行
ってもらう予定

定住ガイドブック

安芸高田市総合戦略案の表紙



個人番号カード（見本）

一般
質問

青
原

　市
民
の
安
心
安

全
な
暮
ら
し
の
た
め
に
。

市
長

　危
険
マ
ッ
プ

は
、
県
の
成
果
を
待
っ

て
、
随
時
、
マ
ッ
プ
に

反
映
し
て
い
き
た
い
。

全
部
待
っ
て
か
ら
と
い

う
と
５
年
も
６
年
も
先

に
な
る
の
で
、
そ
の

デ
ー
タ
が
出
た
段
階
か

ら
そ
う
い
う
対
応
を
し

て
い
き
た
い
。

青
原

　若
者
定
住
促
進

の
た
め
の
対
応
は
。

市
長

　定
住
施
策
の
一

環
と
し
て
、
現
在
、
産

業
振
興
部
で
は
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等
の
積

極
的
誘
致
に
努
め
て
い

る
が
、
優
遇
策
等
に
つ

い
て
も
諸
条
件
を
検
討

し
て
い
る
。
移
住
・
定

住
対
策
は
本
市
で
も
喫

緊
の
課
題
で
あ
り
、
積

極
的
か
つ
早
急
に
取
り

組
み
を
検
討
し
た
い
。
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防災

防
災
に
つ
い
て

（
危
険
マ
ッ
プ
）は

市
長
／
国
・
県
の
連
携
を
密
に
検
討

青原 敏治
（未来創生会）

先
行
し
て
、
各
給
水
区

の
連
結
を
行
っ
て
お
り
、

こ
の
取
り
組
み
に
よ
り

未
給
水
区
域
の
解
消
事

業
を
進
め
た
い
。

秋
田

　高
宮
町
で
計
画

さ
れ
て
い
る
野
菜
団
地

造
成
地
域
等
を
含
め
、

急
を
要
す
る
地
域
の
対

応
に
つ
い
て
、見
解
は
。

市
長

　協
力
を
得
て
地

域
で
煮
詰
ま
っ
た
と
こ

ろ
か
ら
検
討
し
、
取
り

組
み
の
必
要
な
地
域
は

沢
山
あ
る
が
、
人
口
の

多
い
所
、
費
用
対
効
果

も
考
慮
し
た
と
こ
ろ
か

ら
進
め
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

○
主
権
者
教
育
に
つ
い

て
見
解
と
取
組
み
は

未給水区域の
　　　　解消は
市長／各給水区の水道管連結で

上
水
道
整
備

秋
田

　未
給
水
区
域
の

解
消
に
向
け
て
、
目
標
を

達
成
す
る
た
め
の
対
応
策

に
つ
い
て
、
見
解
は
。

市
長

　国
は
水
道
３
事

業
の
統
合
を
示
し
て
お

り
、
こ
れ
を
有
効
活
用

す
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

ま
た
、
本
市
で
は
国
に 秋田 雅朝

（未来創生会）

補正予算補正予算

可

決

４億６３８６万円減額27
年
度
補
正

（一般会計総額　195 億 4079 万円）
当初予算　199 億 5000 万円

道の駅整備事業
５億９４００万円

概要説明
現在、整備計画の見直しを行っており、予定していた用地買収

費と、建物の移転補償費が今年度内に執行できないため。

　●国道沿線活性化事業費　３億９４００万円減額

　●市道新設改良事業費　２億円減額

減額

調査費の
６００万円
は残す

マイナンバーカード交付事業費
1303万円計上

新
規

■
主
な
質
疑

Ｑ

　
情
報
漏
洩
な
ど
の

対
策
は
。

Ａ

　現
在
、ハ
ー
ド
面
・

ソ
フ
ト
面
と
も
万
全
の

対
策
を
講
じ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

美土里町本郷・横田地区の未給水区域解消事業現場状況

ハザードマップ

お
太
助
フ
ォ
ン
の
対
応
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一般
質問

久
保

　「通
学
路
交
通

安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の

保
護
者
へ
の
報
告
は
、

徹
底
し
て
い
る
の
か
。

特
に
「
安
全
指
導
」
に

つ
い
て
、
保
護
者
に
は

対
応
済
み
と
の
思
い
が

無
い
が
、
見
解
は
。

教
育
長

　関
係
機
関
の

連
携
強
化
を
図
る
た
め

「
安
芸
高
田
市
通
学
路
安

全
推
進
会
議
」
を
設
置
。

　26
年
７
月
22
日
の
会

議
で
、
本
市
の
通
学
路

安
全
確
保
の
基
本
方
針

「
安
芸
高
田
市
通
学
路

交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
策
定
後
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
。

　校
長
会
で
、
内
容
と

対
策
に
つ
い
て
各
学
校

か
ら
保
護
者
へ
報
告
を

指
示
し
て
い
る
。

　「安
全
指
導
」
に
つ

い
て
、
今
後
も
継
続
指

導
し
て
い
く
こ
と
で
、

対
策
の
徹
底
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

通学路の安全確保対策

保
護
者
へ
の

　報
告
・
徹
底
は

教
育
長
／
継
続
指
導
で
対
策
の

　
　
　
　徹
底
を
図
り
た
い

久保 慶子
（未来創生会）

つ
い
て
は
、
検
討
し
決

定
し
て
い
き
た
い
。

前
重

　総
合
事
業
移
行

に
向
け
て
の
取
り
組
み

状
況
は
。

市
長

　プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
組
み
、
施
策

の
検
討
中
。
ま
た
、
通

所
事
業
所
職
員
を
対
象

と
し
た
職
種
別
研
修
会

を
実
施
。

前
重

　市
内
地
域
振
興

会
と
の
連
携
、
協
働
の

支
え
合
い
体
制
の
取
り

組
み
は
。

市
長

　各
種
研
修
会
参

加
で
連
携
強
化
を
図
る
。

いきいきふれあいホーム事業
（地域保健福祉事業）今後の継続は
市長／共助の事業として評価、
　　　継続については検討し決定

介
護
保
険
改
正

前
重

　い
き
い
き
ふ
れ

あ
い
ホ
ー
ム
事
業
（
地

域
保
健
福
祉
事
業
）
今

後
の
継
続
は
。

市
長

　内
容
的
に
は
通

所
型
サ
ー
ビ
ス
に
分
類

さ
れ
る
。
住
民
に
よ
る

共
助
の
事
業
と
し
て
評

価
し
て
い
る
。
継
続
に 前重 昌敬

（絆）

■
浄
化
槽
整
備
事
業
特
別

会
計

Ｑ

　老
朽
化
と
い
う
言
葉

が
出
始
め
た
が
、
現
状
で

は
古
い
も
の
は
ど
の
く
ら

い
年
数
が
経
ち
、
ど
ん
な

課
題
が
あ
る
の
か
。

Ａ

　市
設
置
浄
化
槽
は
、

古
い
も
の
で
15
年
以
上
経

過
し
て
い
る
。
個
人
設
置

で
、
市
が
移
管
を
受
け
る

際
、
問
題
が
な
い
こ
と
を

確
認
し
て
引
き
受
け
て
い

る
が
、
経
年
劣
化
に
よ
り

修
理
が
必
要
な
浄
化
槽
が

数
件
あ
る
。
今
後
も
浄
化

槽
の
老
朽
化
に
伴
う
修
繕

費
の
増
加
が
明
確
な
た
め
、

対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

Ｑ

　一
人
当
た
り
の
医
療

費
が
41
万
５
千
円
と
な
っ

て
い
る
。
特
定
健
診
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
の

努
力
を
さ
れ
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
に
よ
る
３
７
５
５
万
円

の
削
減
効
果
が
出
て
い
る

が
、
一
人
あ
た
り
の
医
療

費
が
変
わ
ら
な
い
こ
と
を
、

ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い

る
か
。

Ａ

　医
療
費
は
、
医
療
の

高
度
化
、
高
齢
化
な
ど
に

よ
り
、
年
々
自
然
増
で
２

〜
３
％
増
加
し
て
お
り
、

全
国
的
に
も
同
様
で
あ
る
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
等
に
よ
る

医
療
費
適
正
化
及
び
保
健

事
業
の
実
施
に
よ
り
、
そ

の
自
然
増
を
抑
え
た
事
は
、

一
定
の
成
果
と
考
え
る
。

■
福
祉
保
健
部

Ｑ

　向
原
こ
ば
と
園
が
26

年
度
か
ら
民
設
民
営
に

な
っ
て
、
市
に
と
っ
て
ど

の
く
ら
い
の
効
果
が
あ
っ

た
の
か
。

Ａ

　25
年
度
の
決
算
額
と

比
べ
、
決
算
額
ベ
ー
ス
で

約
１
３
０
０
万
円
の
経
費

が
節
約
で
き
た
。

■ 

特
別
会
計 

■

（約１３００万円の経費節約）

公立保育所管理運営事業

民設民営で…効果あり

決算審査決算審査

■
教
育
委
員
会

Ｑ

　国
か
ら
補
助
を
受
け
、

理
科
教
育
備
品
を
整
備
し

た
と
あ
る
が
、
そ
の
経
過

と
本
市
の
実
態
は
。

Ａ

　25
年
度
か
ら
27
年
度

ま
で
の
３
ケ
年
で
理
科
備

品
等
の
整
備
を
進
め
て
い

る
。
効
果
に
つ
い
て
は
少

し
長
い
目
で
見
る
必
要
が

あ
る
が
、
教
員
の
研
修
等

も
充
実
さ
せ
、
理
科
の
学

力
向
上
に
つ
な
げ
た
い
。向原こばと園

ひとくちメモ

○一般会計
　通常の行政事業の範囲で
毎年必要となる経理

○特別会計（11会計）
　一般会計から切り離して
独立して行われる経理
　・国民健康保険
　・介護保険
　・簡易水道
　・公共下水道　　　など

いきいきふれあいホーム事業（地域保健福祉事業）

防犯灯もない通学路（江の川右岸）吉田町

介
護
予
防
・
日
常
生
活

支
援
総
合
事
業
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決算審査決算審査

■
企
画
振
興
部

Ｑ

　お
太
助
ワ
ゴ
ン
の
土

日
・
祝
日
の
利
用
を
求
め

る
声
が
あ
る
こ
と
が
課
題

と
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後

の
方
向
性
は
。

Ａ

　運
行
費
用
の
増
加
、

受
付
セ
ン
タ
ー
の
人
員
確

保
、
タ
ク
シ
ー
業
者
の
減

収
に
つ
な
が
る
の
で
は
と

い
う
課
題
が
あ
り
、
す
ぐ

解
決
で
き
る
問
題
で
は
な

い
。
協
議
会
等
で
も
議
題

と
し
て
検
討
す
る
が
、
難

し
い
部
分
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

■
市
民
部

Ｑ

　人
権
相
談
員
が
相
談

業
務
で
動
い
て
い
る
状
況

を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

人
権
多
文
化
共
生
推
進
課

と
の
連
携
は
。

Ａ

　相
談
員
は
日
誌
を
つ

け
て
お
り
、
館
長
が
把
握

し
て
い
る
。
各
館
長
と
人

権
多
文
化
共
生
推
進
課
が

２
ケ
月
に
１
回
連
絡
会
議

を
開
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状

況
を
聞
い
て
、
相
互
が
情

報
共
有
し
て
い
る
。

■
産
業
振
興
部

Ｑ

　高
校
生
の
キ
ャ
リ
ア

育
成
事
業
を
行
っ
て
い
る

が
、
本
市
の
企
業
へ
就
職

し
た
高
校
生
が
何
人
お
り
、

ど
の
よ
う
な
事
業
成
果
が

あ
っ
た
の
か
。

Ａ

　吉
田
高
校
・
向
原
高
校

の
卒
業
生
の
う
ち
、
就
職
希

望
者
は
49
名
。
う
ち
、
安
芸

高
田
市
内
へ
21
名
が
就
職
。

単
純
に
こ
の
事
業
に
よ
っ
て

就
職
で
き
た
と
は
言
い
難
い

が
、
こ
の
事
業
は
、
高
校
生

が
本
市
の
企
業
を
知
る
有
効

な
機
会
な
の
で
、
引
き
続
き

実
施
し
た
い
。

■
消
防
本
部
・
消
防
署

Ｑ

　４
億
６
０
０
０
万
円

を
投
じ
て
、
消
防
救
急
無

線
デ
ジ
タ
ル
化
の
整
備
を

し
た
効
果
は
。

Ａ

　国
策
で
、
ア
ナ
ロ
グ

無
線
が
停
波
す
る
こ
と
を

受
け
て
整
備
し
た
も
の
で
、

受
信
エ
リ
ア
の
変
更
は
な

く
、
ア
ナ
ロ
グ
無
線
と
同

様
の
使
い
方
を
し
て
い
る
。

　デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
秘
匿

性
が
格
段
に
上
が
り
、
外

部
に
個
人
情
報
が
漏
れ
る

こ
と
が
な
く
な
っ
た
。ま
た
、

音
声
通
話
は
非
常
に
ク
リ

ア
で
、
指
令
等
を
明
瞭
に

伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

お太助ワゴン

高校生キャリア等育成事業
吉田高校生徒への進路選択に関する研修風景

事務事業評価シートを活用
予算効果と行政効果を慎重に審査

一般
質問

児
玉

　今
年
の
結
果
は
。

教
育
長

　全
国
平
均
を

上
回
る
こ
と
は
出
来
た

が
、
県
平
均
で
は
、
下

回
り
厳
し
い
結
果
で
、

各
校
で
ば
ら
つ
き
が
大

き
く
平
均
を
下
げ
る
結

果
と
な
っ
た
。

児
玉

　学
校
単
位
の
テ

ス
ト
結
果
を
公
表
す
べ

き
で
は
。

教
育
長

　今
年
度
、
校

長
ま
で
公
表
す
る
こ
と

と
し
た
。

児
玉

　今
年
６
月
、
小

中
一
貫
教
育
を
義
務
教

育
と
し
て
制
度
化
す
る

改
正
学
校
教
育
法
が
成

立
し
た
。
今
後
、
中
学

校
統
廃
合
の
見
直
し
が

必
要
で
は
。

教
育
長

　小
中
は
連
携

教
育
の
充
実
を
進
め
て

い
く
が
抜
本
的
見
直
し

は
慎
重
に
検
討
す
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

○
市
内
の
県
立
高
校
卒

業
生
の
地
元
就
職
支

援
に
つ
い
て

全国学力学習状況調査

昨
年
度
以
降
の

取
り
組
み
内
容
は

教
育
長
／
複
数
校
の
協
働
に
よ
る

　
　
　
　
授
業
づ
く
り
へ
の
挑
戦

児玉 史則
（無所属）

る
。
３
年
後
に
は
生
活

面
で
も
自
立
で
き
る
よ

う
起
業
や
就
職
に
つ
な

げ
、
本
市
に
定
住
し
続

け
て
も
ら
い
た
い
。

玉
井

　個
々
の
隊
員
へ

の
か
か
わ
り
方
は
。

市
長

　初
め
て
の
土
地

で
暮
ら
す
こ
と
へ
の
不

安
や
地
域
の
習
慣
の
違

い
に
よ
る
戸
惑
い
な
ど

を
取
り
除
き
安
心
し
て

専
念
で
き
る
環
境
を
整

え
る
こ
と
が
不
可
欠
。

玉
井

　３
年
後
の
た
め

の
フ
ォ
ロ
ー
体
制
は
。

市
長

　起
業
・
定
住
し

て
も
ら
う
こ
と
が
こ
の

事
業
の
目
的
。
情
報
を

共
有
し
実
現
で
き
る
よ

う
指
導
し
て
い
く
。

隊員の状況と
　　　　今後は
市長／３年後の隊員の
　　　起業・定住につなげたい

地
域
お
こ
し
協
力
隊

玉
井

　地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
の
活
動
状
況
と

課
題
に
つ
い
て
。

市
長

　今
年
度
よ
り
６

名
の
隊
員
を
受
け
入
れ

配
置
さ
れ
た
部
署
に
お

い
て
関
係
職
員
や
他
の

隊
員
と
も
連
携
・
協
力

し
な
が
ら
活
動
し
て
い 玉井 直子

（未来創生会）

全国各地から集った６名の隊員

「複数校の協働による授業づくり」の取り組みの様子

中
学
校
配
置
計
画
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いそがれる耐震の検査
（本庁第１庁舎）

決算審査決算審査

■
総
務
部

Ｑ

　広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

管
理
事
業
で
、
使
用
料
及

び
賃
借
料
が
、
最
終
予
算

額
６
７
５
万
円
に
対
し
、

半
分
に
な
っ
た
理
由
は
。

Ａ

　広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
の
光
ケ
ー
ブ
ル
の
電

柱
共
架
料
に
つ
い
て
、
一

部
を
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事

主
な
質
疑

議会トピックス議会トピックス

　９
月
10
日
の
本
会
議
で

審
査
を
付
託
さ
れ
た
26
年

度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・

公
営
企
業
会
計
決
算
を
、９

月
25
・
28
・
29
日
の
３
日
間
、

委
員
会
を
開
き
慎
重
に
審

査
し
ま
し
た
。

予
算
決
算
常
任
委
員
会

委
員
長

　金
行
哲
昭

副
委
員
長

　秋
田
雅
朝

委

　
　員

　議
長
・
監
査

　
　
　
　
　
　委
員
を
除
く

全
議
員

　
　

　議員は、公職選挙法により、選挙区内の人にお金や物を贈ったり、年賀
状などのあいさつ状（答礼のための自筆によるものは除きます）を出した
りすることが禁止されています。
　たとえば、議員が市内のお祭り、会合、スポーツ大会、親睦旅行などに
対して、「寄付やお祝い」「飲食物の差し入れ」などをした場合には、違法
行為として処罰されます。
　また、個人に対しても、「病気見舞い」「入学や卒業等の祝い金」「お中
元やお歳暮などの贈り物」を贈ることが禁じられています。（ただし、議
員本人が出席する結婚披露宴の祝儀や葬儀の香典は例外的に罰則の対象と
なりません。）

業
の
光
ケ
ー
ブ
ル
と
ま
と

め
て
共
架
し
た
た
め
。

Ｑ

　本
庁
舎
が
新
耐
震
基

準
を
満
た
し
て
い
な
い
と

あ
る
が
、
今
後
の
対
応
は
。

Ａ

　本
庁
の
第
１
庁
舎
が

旧
耐
震
基
準
に
よ
り
建
設

さ
れ
て
い
る
た
め
、
今
年

度
、
耐
震
の
検
査
を
行
い
、

そ
の
結
果
に
よ
り
対
応
す

る
。

■ 

一
般
会
計 

■

　26
年
度
決
算
の
特
徴
と
し
て
、
25
年
度
に
引
き
続
き

繰
上
償
還
を
行
い
、
実
質
単
年
度
収
支
は
、
７
年
連
続

し
て
黒
字
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
経
常
収
支
比
率
は
、

５
年
ぶ
り
に
90
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
た
。
要
因
と
し
て
、

歳
入
で
は
普
通
交
付
税
の
合
併
特
例
加
算
措
置
の
段
階

的
削
減
が
26
年
度
か
ら
始
ま
り
、
経
常
的
収
入
が
減
っ

た
こ
と
に
よ
る
。

　歳
出
で
は
、
普
通
建
設
事
業
費
の
総
額
が
、
前
年
度

よ
り
20
億
１
４
１
２
万
５
千
円
減
少
し
て
い
る
。
要
因

と
し
て
、
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業
や
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
整
備
事
業
等
の
大
型
建
設
事
業
が
終
了
し
た
こ

と
に
よ
る
。

予
算
決
算
常
任
委
員
会
委
員
長
報
告（
抜
粋
）

予
算
決
算
常
任
委
員
会
委
員
長
報
告（
抜
粋
）

歳入歳出とも約18億円減
大型事業が概ね終了したためインターネット議会中継

みてください！一般質問・本会議を

←クリック！

安芸高田市トップページから
「安芸高田市議会」をクリック！

「インターネット中継」をクリック！

「ユーストリーム」の視聴ページへ

議員の寄付行為の禁止
議会

マメ知識

※議会の開催日には「ユーストリーム」で生中継を行っています。会期中は「議会中継」からご覧ください。
　その後は、「過去の中継」からご覧いただけます。なお、録画映像は会議録が作成されるまで掲載して
　います。
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9月定例会9月定例会

決
算
認
定
関
係

　13
件

○
認
定
第
１
号

　26
年
度
一
般
会
計
決
算
の
認
定

○
認
定
第
２
号
〜
12
号

　26
年
度
11
特
別
会
計
決
算
の
認
定

○
認
定
第
13
号

　26
年
度
水
道
事
業
会
計
利
益
の
処
分
及
び
決
算
の
認
定

　
　

（
公
営
企
業
会
計
）

条
例
関
係

　７
件

（
新
た
な
条
例
制
定
又
は
条
例
の
一
部
改
正
）

○
議
案
第
42
号

　個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条

　
　
　
　
　
　
　例
（
行
政
手
続
き
に
お
け
る
条
例
必
要
事
項
を
制
定
）

○
議
案
第
43
号

　個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を
改
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
特
定
個
人
情
報
の
適
正
な
取
り
組
み
に
必
要
事
項
制
定
）

○
議
案
第
44
号

　市
立
学
校
設
置
条
例
等
の
一
部
を
改
正
（
山
地
番
の
変
更
）

○
議
案
第
45
号

　保
育
所
条
例
の
一
部
を
改
正

　
　
　
　
　
　
　（美
土
里
町
保
育
園
の
統
合
に
よ
り
）

そ
の
他
３
件

公
的
財
産
関
係
１
件

○
議
案
第
48
号

　物
品
購
入
契
約
の
締
結

　
　
　
　
　
　
　（災
害
対
応
特
殊
救
急
自
動
車
購
入
）

補
正
予
算
関
係
８
件

○
議
案
第
49
号

　27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

○
議
案
第
50
号
〜
55
号

　27
年
度
６
特
別
会
計
補
正
予
算

○
議
案
第
56
号

　27
年
度
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

付
議
さ
れ
た
案
件

議会基本条例制定にむけて
４項目本格始動へ■主な意見
議会基本条例制定にむけて
４項目本格始動へ■主な意見

認

定

26
年
度
決
算

議会改革議会改革

議会改革特別委員会議会改革特別委員会議会改革特別委員会
委 員 長　　藤井昌之
副委員長　先川和幸

□
議
会
報
告
会

○
昨
年
の
議
会
報
告
会

の
問
題
提
起
に
つ
い
て
、

再
度
議
会
全
体
で
協
議

す
る
よ
う
提
案
す
る
。

○
本
分
科
会
の
委
員
の

ほ
と
ん
ど
が
議
会
報
告

会
の
見
直
し
が
必
要
で

あ
る
。
よ
っ
て
今
年
度

の
報
告
会
の
日
程
、
内

容
、
実
施
要
綱
・
要
領

の
見
直
し
に
つ
い
て
議

員
全
員
で
の
協
議
の
必

要
性
を
議
会
改
革
特
別

委
員
会
に
報
告
し
、
再

協
議
す
る
必
要
が
あ
る
。

○
正
副
議
長
と
協
議
し

全
員
協
議
会
に
諮
り
決

定
す
べ
き
。

主

　査

　宍
戸
邦
夫

副
主
査

　久
保
慶
子

委

　員

　下
岡
多
美
枝

前
重
昌
敬

児
玉
史
則

委

　員

　大
下
正
幸

熊
高
昌
三

塚
本

　近

藤
井
昌
之

委

　員

　先
川
和
幸

水
戸
眞
悟

秋
田
雅
朝

青
原
敏
治

主

　査

　金
行
哲
昭

副
主
査

　玉
井
直
子

委

　員

　玉
重
輝
吉

石
飛
慶
久

□
議
員
定
数

○
議
会
の
現
状
と
課
題
、

議
員
に
求
め
ら
れ
る
役

割
等
を
認
識
し
た
後
に
、

議
員
定
数
を
議
論
す
る

こ
と
と
し
、
削
減
あ
り

き
の
議
論
は
慎
む
べ
き
。

○
今
後
、
人
口
の
減
少

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
議
員
定
数
も
削
減

す
べ
き
。

○
今
年
は
地
方
創
生
元

年
で
あ
り
、
議
員
定
数

に
つ
い
て
は
、
時
を
得

た
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

○
定
数
削
減
は
、
市
民

の
代
弁
者
と
し
て
の
役

割
を
み
た
せ
な
い
。

□
正
副
議
長
選
挙

○
正
副
議
長
選
挙
に
つ

い
て
は
、
有
識
者
に
参

考
の
欄
の
有
効
性
を
評

価
し
て
も
ら
い
、
今
後

修
正
す
べ
き
所
は
協
議

し
て
い
く
べ
き
。

○
し
こ
り
が
残
ら
な
い

よ
う
な
方
法
は
な
い
か

考
え
て
い
く
べ
き
。

○
新
聞
報
道
に
よ
り
、

市
民
に
不
信
感
を
も
た

ら
し
メ
デ
ィ
ア
も
悪

か
っ
た
。

○
実
施
要
綱
に
透
明
性

が
あ
っ
た
か
、
い
ろ
い

ろ
な
視
点
を
持
っ
て
検

証
し
て
い
け
ば
よ
い
。

□
倫
理
規
程

○
倫
理
規
程
は
、
基
本

条
例
に
い
れ
て
い
き
、

そ
の
過
程
で
倫
理
規
定

を
見
直
し
条
例
化
に
向

け
て
協
議
し
て
い
く
。

○
過
去
の
検
証
が
必
要
。

○
守
ら
れ
な
い
規
程
で

あ
れ
ば
や
め
た
方
が
良

い
。

○
審
査
請
求
が
仮
に
受

理
さ
れ
て
も
、
審
査
委

員
会
が
開
か
れ
た
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し

て
い
な
い
。
委
員
会
が

開
か
れ
た
ら
ど
う
な
る

か
検
証
が
必
要
で
あ
る
。

第
１
分
科
会

第
２
分
科
会

歳入総額　211億3627万円

歳出総額　203億5462万円
（前年度対比７.8%減）

（前年度対比８.3%減）

一般会計



■
賛
成

玉
重

　玉
井

　久
保

下
岡

　前
重

　石
飛

児
玉

　大
下

　水
戸

先
川

　熊
高

　秋
田

塚
本

　藤
井

　青
原

■
反
対

宍
戸

　金
行
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9月定例会9月定例会

　９
月
定
例
会
を
９
月

10
日
か
ら
10
月
２
日
ま

で
の
会
期
で
開
催
し
ま

し
た
。

　一
般
会
計
を
含
む
13

会
計
の
26
年
度
決
算
は

予
算
決
算
常
任
委
員
会

へ
付
託
し
、
本
会
議
最

終
日
に
全
て
全
員
賛
成

で
認
定
し
ま
し
た
。

（
決
算
審
査
は
４
〜
６

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　一
般
会
計
補
正
予
算

な
ど
16
議
案
を
、
い
ず

れ
も
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。（
補
正

予
算
審
査
は
７
ペ
ー
ジ

に
掲
載
）

　一
般
質
問
で
は
、
13

人
が
市
政
を
問
い
ま
し

た
。（
14
〜
20
ペ
ー
ジ

に
掲
載
）

議
員
提
出
議
案

議
員
提
出
議
案

安全保障法案に対する意見書提出安全保障法案に対する意見書提出
慎重なる議論の中で熟議を！慎重なる議論の中で熟議を！

９
月
定
例
会

「
国
際
平
和
支
援
法
案
」

と
「
平
和
安
全
法
制
整

備
法
案
」
制
定
に
反
対

す
る
意
見
書

■
反
対
討
論

藤
井

　万
が
一
の
対
処

○
発
議
第
５
号

討
論

■

採
決

■

反
対
多
数

第47号　平成27年11月15日発行

を
取
る
場
合
、
個
別
的

自
衛
権
で
は
対
応
で
き

な
い
部
分
を
提
案
し
て

い
る
と
思
う
。

熊
高

　単
に
反
対
す
る

と
い
う
の
で
は
な
く
、

も
っ
と
国
民
の
理
解
が

得
ら
れ
る
よ
う
な
熟
議

が
必
要
と
考
え
る
。

石
飛

　中
庸
中
立
の
立

場
で
、
国
民
を
守
る
た

め
の
切
れ
目
の
な
い
安

全
保
障
法
制
の
整
備
が

必
要
で
あ
る
と
思
う
。

■
賛
成
討
論

　な
し

■
賛
成

久
保

　児
玉

　宍
戸

塚
本

　金
行

■
反
対

玉
重

　玉
井

　下
岡

前
重

　石
飛

　大
下

水
戸

　先
川

　熊
高

秋
田

　藤
井

　青
原

　

安
全
保
障
法
案
の
熟
議

を
求
め
る
意
見
書

■
反
対
討
論

宍
戸

　意
見
書
は
、
法

案
に
反
対
か
賛
成
か
明

確
で
な
く
、
賛
成
と
取

○
発
議
第
６
号

討
論

■

採
決

■

ら
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。

■
賛
成
討
論

久
保

　安
芸
高
田
市
議

会
と
し
て
の
意
思
表
明

が
必
要
と
思
う
。

大
下

　国
民
の
理
解
が

得
ら
れ
た
と
は
言
い
難

く
、
検
証
の
徹
底
が
必

要
で
、
熟
議
を
求
め
る
。

賛
成
多
数

全
員
賛
成

年
金
積
立
金
の
専
ら
被

保
険
者
の
利
益
の
た
め

の
安
全
か
つ
確
実
な
運

用
に
関
す
る
意
見
書

も
っ
ぱ

○
発
議
第
７
号

議会のうごき議会のうごき

27年7月～9月の議会の活動状況27年7月～9月の議会の活動状況27年7月～9月の議会の活動状況27年7月～9月の議会の活動状況議会のうごき
月

７

８

９

日

１

３

６～７

10・22

21

21・27

29～31

4

4・6・21・24

10

10

18～20

21

25～27

31

３・９・11

7・8

9

10

11

14・15

16

17

18

24

25・28・29

曜日

水

金

火

火

月

月

金

月

水

木

金

水

木

金

木

会議の主な要旨

第2回定例会の運営について

議案の審議・議決

先進地視察（鳥取県・島根県）

議会だより第４６号の編集

市長報告・議長報告

課題の確認・分科会の設置について

先進地視察（茨城県・栃木県）

議会だより第４６号の編集

各分科会協議　

第３回定例会の運営について

各分科会の取り組み状況について

先進地視察（岡山県・兵庫県・島根県）

市長報告、議長報告

先進地視察（香川県・高知県・徳島県）

各分科会の取り組み状況について

第３回定例会の運営・議会報告会

各分科会協議

議会だより第４７号の編集

議案の上程・委員会付託

２７年度補正予算の審査

質問者１３人

市長報告・議長報告

付託議案の審査・所管事務調査

陳情の審査・所管事務調査

所管事務調査・市長報告

２６年度会計決算の審査

議会運営委員会

第２回定例会（閉会）

議会広報特別委員会

議会広報特別委員会

全員協議会

議会改革特別委員会

産業建設常任委員会

議会広報特別委員会

議会改革特別委員会　

議会運営委員会

議会改革特別委員会

総務企画常任委員会

全員協議会

文教厚生常任委員会

議会改革特別委員会

議会運営委員会

議会改革特別委員会

議会広報特別委員会

第３回定例会（開会）

予算決算常任委員会

第３回定例会（一般質問）

全員協議会

総務企画常任委員会

文教厚生常任委員会

産業建設常任委員会

予算決算常任委員会

会議等の名称

■27年第4回定例会は12月初旬から下旬の期間で、開催を予定しています。
※詳細は、お太助フォンや市のホームページでお知らせいたします。

傍
聴
記

傍
聴
記

傍
聴
記

傍
聴
記

傍
聴
記

傍
聴
記

八
千
代
町

　
向
井
義
成
さ
ん

　安
芸
高
田
市
議
会
、

平
成
27
年
第
３
回
定
例

会
が
、
９
月
10
日
か
ら

開
催
さ
れ
た
。
毎
年
３

月
、
６
月
、
９
月
、
12

月
と
年
４
回
原
則
開
か

れ
る
。

　昨
年
、
議
会
報
告

会
が
７
月
・
８
月
に
開

か
れ
、
私
も
６
回
開
催

さ
れ
た
内
、
４
回
参
加

し
た
。
市
民
に
開
か
れ

た
議
会
を
目
指
す
と
い

う
こ
と
で
あ
る
が
、
諸

般
の
事
情
で
今
年
は

ま
だ
開
か
れ
て
い
な
い
。

　市
長
を
は
じ
め
と
す

る
「
執
行
機
関
」。
一
方

そ
の
市
政
を
審
議
し
市

民
の
意
見
を
反
映
す
る

市
議
会
の
「
議
決
機

関
」。
そ
し
て
、
第
３

者
機
関
と
し
て
、
市
民

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
条
例
の

制
定
を
、
昨
今
の
市
議

会
を
傍
聴
し
て
、
痛
感

す
る
。
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井

　
昌
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今
年
は
、
台
風
18
号
に
伴
う
豪
雨

の
影
響
で
、
浸
水
や
土
砂
災
害
な
ど

各
地
で
大
き
な
被
害
が
出
ま
し
た
。

一
日
も
早
い
復
興
を
願
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
私
達
の
町
に
も
同
じ

よ
う
な
災
害
が
来
る
か
も
と
日
頃

の
そ
な
え
を
大
切
に
し
た
い
も
の

で
す
。　

市
民
の
み
な
さ
ま
が
手
に
と
っ

て
読
ん
で
い
た
だ
け
る
議
会
だ
よ

り
を
目
指
し
て
作
成
し
て
い
ま
す
。

一
般
質
問
は
本
人
が
記
事
作
成
を

し
て
い
ま
す
。
少
し
ず
つ
広
報
も

改
革
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お

読
み
く
だ
さ
い
。

（
下
岡
多
美
枝
）

人がつながる田園都市

あきたかた

第47号

２０
１５ （
平
成
２７
）年
１１
月
１５
日
発
行
　
発
行
者
/安
芸
高
田
市
議
会
編
集
/安
芸
高
田
市
議
会
広
報
特
別
委
員
会
〒
７
３１
-０
５
９
２
 広
島
県
安
芸
高
田
市
吉
田
町
吉
田
７
９
１
番
地
TEL（

0826
）42
-5621

　
　FA
X（
0826

）47
-0250  http ://w

w
w
.akitakata.jp/

第
４
７
号

あ
き
た
か
た

議
会
だ
よ
り
人
が
つ
な
が
る
田
園
都
市

郷野小
　　　金管バンドでお祝い

郷野地区敬老会（9月13日）

２０１５（平成２７）年１１月１５日発行

編

集

後

記
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吉　田

刈田小学校学習発表会（10月18日）

八千代

豊穣の秋　体験

美土里小学校5年生（9月25日）

美土里 ９月の誕生会

高美園デイサービス・川根サテライト

高　宮

雨の中　
　ドライバーさんに手渡し

秋の全国交通安全テント村(9月24日)

甲　田 丸山公園の清掃
　　　　　　　　　　（10月4日）

向原町観光協会の皆さん

向　原

総合的な学習の時間
（甲立古墳の説明）
総合的な学習の時間
（甲立古墳の説明）

総合的な学習の時間
（大土川水生生物調査）
総合的な学習の時間
（大土川水生生物調査）

総合的な学習の時間
（向田梨園での梨学習）
総合的な学習の時間
（向田梨園での梨学習）

生活科（和老会の方との
さつま芋の苗植え）
生活科（和老会の方との
さつま芋の苗植え）

総合的な学習の時間
（大前醤油見学）
総合的な学習の時間
（大前醤油見学）

人間の「根っこ」づくり・真剣に勉強する・ルールや礼儀を守る
　　　　　　　　　　　　　　　　　安芸高田市立小田東小学校

････････････  2～3
･････  4～6
･････  8～13

９月定例会
２６年度決算審査
 常任委員会報告
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 一問一答

１３人が市政を問う

 あんな こんな

 地域のかがやき

のどごえ忠左衛門劇




